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(57)【要約】
１つの実施形態において、方法は、第１のネットワーク
要素によって、クライアント・デバイスがデータを受信
および送信するソーシャル・ネットワーキング・システ
ムのユーザを識別する工程と、ユーザの各々のソーシャ
ル・グラフ情報を取得する工程とを含む。各ユーザのソ
ーシャル・グラフ情報は、（１）ユーザとユーザのソー
シャル・グラフのつながりのうちの１つとの間の各関係
性に関する社会的親密度スコア、および（２）ソーシャ
ル・グラフのつながりのクライアント・システムが接続
される第２のネットワーク要素の識別を含み得る。特定
の実施形態は、ユーザとソーシャル・グラフのつながり
との間の関係についての個々の社会的親密度スコアに少
なくとも部分的に基づいて、第１のネットワーク要素と
第２のネットワーク要素との間の集合的な社会的親密度
スコアを計算する工程と、集合的な社会的親密度スコア
に基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与す
るデータ送信を取り扱うためのアクション（例えば、デ
ータをプリフェッチすること、および／または付加的な
ＴＣＰ接続を確立すること）を行う工程とを含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
方法であって、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、前記１人または複数の第１のユーザを
識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々の該ソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル
・グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）該ソー
シャル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続され
る１つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、前記取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、該ペアの各々は、該第１のネットワーク要素および該少な
くとも１つの第２のネットワーク要素を含む、前記１つまたは複数のペアを識別する工程
と、
　ネットワーク要素の該ペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であっ
て、該集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラ
フのつながりとの間の複数のユーザ・ペアの該社会的親密度スコアに少なくとも部分的に
基づいて計算される、前記計算する工程と、
　該集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与す
るデータ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
を含む方法。
【請求項２】
ネットワーク要素のペアの前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、該ユーザ・ペアの各々について、該ユー
ザ・ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素の該ペアの第１
のネットワーク要素に対して接続され、該ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・
システムが、ネットワーク要素の該ペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、
前記決定する工程と、
　該一組内の該ユーザ・ペアの各々についての前記社会的親密度スコアの平均値を決定す
る工程と
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記社会的親密度スコアの前記平均値が、重み付けされた平均値を含む、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
データ送信を取り扱うためのアクションを行う前記工程が、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
該第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送
信を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の前記識別されたペアにおける前記第２のネッ
トワーク要素へ通知を送信する工程と
をさらに含む、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記データ送信をプリフェッチする工程と
をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
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ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続の
プールを確立する工程と
をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、定期的にかつ継続的に行われる
、請求項２乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、Ｗｉ－Ｆｉルータを含む、請求項１乃
至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、セル・タワー基地局を含む、請求項１
乃至８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
記載なし
【請求項１１】
実行されると、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行うように動作可能である
ソフトウェアを実施形態化した、１つまたは複数のコンピュータ読取可能な非一時的な記
憶媒体。
【請求項１２】
システムであって、１つまたは複数のプロセッサと、該プロセッサに対して結合され、該
プロセッサによって実行可能な命令を含む少なくとも１つのメモリとを備え、該プロセッ
サは、該命令を実行するときに、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行うよう
に動作可能である、システム。
【請求項１３】
データ処理システム上で実行されると、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行
うように動作可能である、コンピュータ読取可能な非一時的な記憶媒体を好適には含むコ
ンピュータ・プログラム製品。
【請求項１４】
方法であって、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、前記１人または複数の第１のユーザを
識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々の該ソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル
・グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）該ソー
シャル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続され
る１つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、前記取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、該ペアの各々は、該第１のネットワーク要素および該少な
くとも１つの第２のネットワーク要素を含む、前記１つまたは複数のペアを識別する工程
と、
　ネットワーク要素の該ペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であっ
て、該集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラ
フのつながりとの間の複数のユーザ・ペアの該社会的親密度スコアに少なくとも部分的に
基づいて計算される、前記計算する工程と、
　該集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与す
るデータ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
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を含む方法。
【請求項１５】
ネットワーク要素のペアの前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、該ユーザ・ペアの各々について、該ユー
ザ・ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素の該ペアの第１
のネットワーク要素に対して接続され、該ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・
システムが、ネットワーク要素の該ペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、
前記決定する工程と、
　該一組内の該ユーザ・ペアの各々の前記社会的親密度スコアの平均値を決定する工程と
を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記社会的親密度スコアの前記平均値が、重み付けされた平均値を含む、請求項１５に記
載の方法。
【請求項１７】
データ送信を取り扱うためのアクションを行う前記工程が、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
該第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送
信を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の前記識別されたペアにおける前記第２のネッ
トワーク要素へ通知を送信する工程と
をさらに含む、請求項１４乃至１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記データ送信をプリフェッチする工程と
をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続の
プールを確立する工程と
をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、定期的にかつ継続的に行われる
、請求項１５乃至１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、Ｗｉ－Ｆｉルータを含む、請求項１４
乃至２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、セル・タワー基地局を含む、請求項１
４乃至２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
実行されると、請求項１４乃至２２のいずれか１項に記載の方法を行うように動作可能で
あるソフトウェアを実施形態化した、１つまたは複数のコンピュータ読取可能な非一時的
な記憶媒体。
【請求項２４】
システムであって、１つまたは複数のプロセッサと、該プロセッサに対して結合され、該
プロセッサによって実行可能な命令を含む少なくとも１つのメモリとを備え、該プロセッ
サは、該命令を実行するときに、請求項１４乃至２２のいずれか１項に記載の方法を行う
ように動作可能である、システム。
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【請求項２５】
データ処理システム上で実行されると、請求項１４乃至２２のいずれか１項に記載の方法
を行うように動作可能である、コンピュータ読取可能な非一時的な記憶媒体を好適には含
むコンピュータ・プログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、コンテンツ配信ネットワークを使用してコンテンツを提供すること
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンテンツは、コンテンツ・プロバイダのシステムから、ネットワークのエッジ
におけるエンドユーザ・デバイスへ、１つまたは複数の階層ネットワーク・アーキテクチ
ャの中間要素、例えば、限定ではなく例として、セル・ネットワーク基地局、ルータ、ス
イッチ、ハブ、サーバ、ファイアウォール、ゲートウェイ、ケーブル・モデム終端システ
ム、ケーブル・モデム、Ｗｉ－Ｆｉルータ等を使用することによって配信され得る。ネッ
トワークのエッジへのコンテンツの配信を加速するために、コンテンツは、当該コンテン
ツに対する要求を見込んで、１つまたは複数の中間ネットワーク要素において積極的にキ
ャッシュされ得る。
【０００３】
　ソーシャル・ネットワーキング・ウェブサイトを含み得るソーシャル・ネットワーキン
グ・システムは、ネットワークに対して接続され、そのユーザ（例えば、人物または組織
など）がソーシャル・ネットワーキング・システムとインタラクションすること、および
ソーシャル・ネットワーキング・システムを通じて互いにインタラクションすることを可
能にし得る。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザからの入力を用いて、
そのユーザに関連付けられたユーザ・プロフィールを、ソーシャル・ネットワーキング・
システムにおいて作成および記憶し得る。ソーシャル・ネットワーキング・システムはま
た、ユーザからの入力を用いて、そのユーザとソーシャル・ネットワーキング・システム
の他のユーザとの関係の記録を作成および記録し、ならびに、ユーザ同士またはユーザ間
のソーシャル・インタラクションを促進するためのサービス（例えば、ウォール投稿、写
真共有、イベント企画、メッセージング、ゲーム、または広告）を提供し得る。また、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システムは、１人のユーザが、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システムに関連付けられた他のユーザとつながり、通信することを可能にし得る。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示は、一般に、ユーザへのデータの送信に対してリソースをより効率的に予測し、
割り当てるために、各ネットワーク要素によってサービス提供されるソーシャル・ネット
ワーキング・システム・ユーザに基づいて、２つのネットワーク要素間の社会的親密度ス
コア（ｓｏｃｉａｌ　ａｆｆｉｎｉｔｙ　ｓｃｏｒｅ）を計算することに関する。例えば
、複数のユーザに関連付けられた２つのネットワーク要素の社会的親密度スコアは、特定
のコンテンツがソーシャル・ネットワーキング・システムへアップロードされる場合に、
一定のネットワーク要素へデータをプリフェッチするために使用され得る。また、ネット
ワーク要素の社会的親密度スコアは、発生しそうな特定のデータ転送を見込んで、接続を
確立し、維持するためのリソースを割り当てるために使用され得る。
【０００５】
　特定の実施形態において、本方法は、ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人
または複数の第１のユーザを識別する工程であって、第１のユーザは、第１のネットワー
ク要素によってデータを受信および送信する、識別する工程と、ソーシャル・ネットワー
キング・システムの１人または複数の第２のユーザを識別する工程であって、第２のユー
ザは、第２のネットワーク要素によってデータを受信および送信する、識別する工程と、
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を含み得る。ネットワーク要素は、例えば、Ｗｉ－Ｆｉルータ、セル・タワー基地局、ル
ータ、スイッチ、ハブ、サーバ、ファイアウォール、ゲートウェイ、ケーブル・モデム終
端システム、ケーブル・モデム等、または他の端末ノードもしくは中間ノードを含んでも
よい。特定の実施形態において、本方法は、第１のユーザの各々および第２のユーザの各
々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程と、第１のユーザと第２のユーザとの間の個
々の社会的親密度スコアに少なくとも部分的に基づいて、第１のネットワーク要素と第２
のネットワーク要素との間の集合的な（ｃｏｌｌｅｃｔｉｖｅ）社会的親密度スコアを計
算する工程とを含み得る。本方法は、次いで、集合的な社会的親密度スコアに基づいて、
第１のユーザおよび第２のユーザに関与するコンテンツ送信を取り扱うための何らかのタ
イプのアクションを行い得る。
【０００６】
　特定の実施形態において、本方法は、第１のネットワーク要素において、第１のユーザ
のうちの１人に関連付けられた情報を受信する工程と、集合的な社会的親密度スコアに基
づいて、第２のネットワーク要素へ情報をプリフェッチすることを決定する工程とを含む
。
【０００７】
　特定の実施形態において、集合的な社会的親密度スコアに基づいて行われるアクション
は、集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続のプ
ールを確立する工程を含む。
【０００８】
　上記に開示される実施形態は、例に過ぎず、本開示の範囲は、それらに限定されない。
特定の実施形態は、上記に開示される実施形態の構成要素、要素、特徴、機能、動作、ま
たは工程の全部を含んでも、一部を含んでも、または全く含まなくてもよい。
【０００９】
　本発明に係る実施形態は、方法、記憶媒体、システムおよびコンピュータ・プログラム
製品に向けられた添付の特許請求の範囲において特に開示されており、１つのクレーム・
カテゴリ、例えば、方法において述べられる任意の特徴は、別のクレーム・カテゴリ、例
えば、システムにおいても同様に特許請求され得る。添付の特許請求の範囲における従属
関係または後方参照は、形式上の理由で選ばれているに過ぎない。しかしながら、任意の
先行する請求項への意図的な後方参照（特に、多数項従属関係）に由来する任意の主題も
同様に特許請求され得、それにより、添付の特許請求の範囲において選ばれた従属関係に
関わらず、請求項およびその特徴の任意の組み合わせが開示されており、特許請求され得
る。特許請求され得る主題は、添付の特許請求の範囲において提示されるような特徴の組
み合わせだけではなく、特許請求の範囲における特徴の任意の他の組み合わせも含み、特
許請求の範囲において述べられる各特徴は、特許請求の範囲における任意の他の特徴また
は他の特徴の組み合わせと組み合わせられ得る。さらに、本願明細書において説明または
図示される実施形態および特徴のうちの任意のものは、別個の請求項において、および／
または、本願明細書において説明もしくは図示される任意の実施形態もしくは特徴との任
意の組み合わせにおいて、もしくは添付の特許請求の範囲の特徴のうちの任意のものとの
任意の組み合わせにおいて特許請求され得る。
【００１０】
　本発明に係る実施形態は、方法、記憶媒体、システムおよびコンピュータ・プログラム
製品に向けられた添付の特許請求の範囲において特に開示されており、１つのクレーム・
カテゴリ、例えば、方法において述べられる任意の特徴は、別のクレーム・カテゴリ、例
えば、システムにおいても同様に特許請求され得る。添付の特許請求の範囲における従属
関係または後方参照は、形式上の理由で選ばれているに過ぎない。しかしながら、任意の
先行する請求項への意図的な後方参照（特に、多数項従属関係）に由来する任意の主題も
同様に特許請求され得、それにより、添付の特許請求の範囲において選ばれた従属関係に
関わらず、請求項およびその特徴の任意の組み合わせが開示されており、特許請求され得
る。特許請求され得る主題は、添付の特許請求の範囲において提示されるような特徴の組
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み合わせだけではなく、特許請求の範囲における特徴の任意の他の組み合わせも含み、特
許請求の範囲において述べられる各特徴は、特許請求の範囲における任意の他の特徴また
は他の特徴の組み合わせと組み合わせられ得る。さらに、本願明細書において説明または
図示される実施形態および特徴のうちの任意のものは、別個の請求項において、および／
または、本願明細書において説明もしくは図示される任意の実施形態もしくは特徴との任
意の組み合わせにおいて、もしくは添付の特許請求の範囲の特徴のうちの任意のものとの
任意の組み合わせにおいて特許請求され得る。
【００１１】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々のソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・
グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）ソーシャ
ル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続される１
つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、ペアの各々は、第１のネットワーク要素および少なくとも
１つの第２のネットワーク要素を含む、識別する工程と、
　ネットワーク要素のペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であって
、集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラフの
つながりとの間の複数のユーザ・ペアの社会的親密度スコアに少なくとも部分的に基づい
て計算される、計算する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与する
データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
を含む。
【００１２】
　ネットワーク要素のペアの集合的な社会的親密度スコアを計算する工程は、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、ユーザ・ペアの各々について、ユーザ・
ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素のペアの第１のネッ
トワーク要素に対して接続され、ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・システム
が、ネットワーク要素のペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、決定する工
程と、
　一組内のユーザ・ペアの各々の社会的親密度スコアの平均値を決定する工程と、
を含み得る。
【００１３】
　社会的親密度スコアの平均値は、重み付けされた平均値を含み得る。
　データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程は、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送信
を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の識別されたペアにおける第２のネットワーク
要素へ通知を送信する工程と
をさらに含み得る。
【００１４】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　データ送信をプリフェッチする工程と
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をさらに含み得る。
【００１５】
　本発明に係る一実施形態において、方法は、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続のプー
ルを確立する工程と、
をさらに含み得る。
【００１６】
　集合的な社会的親密度スコアを計算する工程は、定期的にかつ継続的に行われ得る。
　ネットワーク要素のうちの少なくとも１つは、Ｗｉ－Ｆｉルータを含み得る。
　ネットワーク要素のうちの少なくとも１つは、セル・タワー基地局を含み得る。
【００１７】
　同様に特許請求され得る、本発明に係るさらなる実施形態において、１つまたは複数の
コンピュータ読取可能な非一時的な記憶媒体は、ソフトウェアを実施形態化し、このソフ
トウェアは、１つまたは複数のプロセッサによって実行されると、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々のソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・
グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）ソーシャ
ル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続される１
つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、ペアの各々は、第１のネットワーク要素および少なくとも
１つの第２のネットワーク要素を含む、識別する工程と、
　ネットワーク要素のペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であって
、集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラフの
つながりとの間の複数のユーザ・ペアの社会的親密度スコアに少なくとも部分的に基づい
て計算される、計算する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与する
データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
を行うように動作可能である。
【００１８】
　集合的な社会的親密度スコアを計算する工程を行うように動作可能なソフトウェアは、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、ユーザ・ペアの各々について、ユーザ・
ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素のペアの第１のネッ
トワーク要素に対して接続され、ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・システム
が、ネットワーク要素のペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、決定する工
程と、
　一組内のユーザ・ペアの各々の社会的親密度スコアの平均値を決定する工程と
を行うように動作可能なソフトウェアを含み得る。
【００１９】
　データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程を行うように動作可能なソフトウェ
アは、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送信
を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の識別されたペアにおける第２のネットワーク
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要素へ通知を送信する工程と
を行うように動作可能なソフトウェアをさらに含み得る。
【００２０】
　ソフトウェアは、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　データ送信をプリフェッチする工程と、
を行うようにさらに動作可能であり得る。
【００２１】
　データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程を行うように動作可能なソフトウェ
アは、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続のプー
ルを確立する工程と
を行うように動作可能なソフトウェアをさらに含み得る。
【００２２】
　同様に特許請求され得る、本発明に係るさらなる実施形態において、システムは、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　プロセッサによって実行可能な命令を含み、プロセッサに対して結合されるメモリとを
備え、プロセッサは、命令を実行するときに、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々のソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・
グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）ソーシャ
ル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続される１
つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、ペアの各々は、第１のネットワーク要素および少なくとも
１つの第２のネットワーク要素を含む、識別する工程と、
　ネットワーク要素のペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であって
、集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラフの
つながりとの間の複数のユーザ・ペアの社会的親密度スコアに少なくとも部分的に基づい
て計算される、計算する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与する
データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
を行うように動作可能である。
【００２３】
　集合的な社会的親密度スコアを計算する工程を行うように動作可能なプロセッサは、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、ユーザ・ペアの各々について、ユーザ・
ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素のペアの第１のネッ
トワーク要素に対して接続され、ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・システム
が、ネットワーク要素のペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、決定する工
程と、
　一組内のユーザ・ペアの各々の社会的親密度スコアの平均値を決定する工程と、
を行うように動作可能なプロセッサを含み得る。
【００２４】
　データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程を行うように動作可能なプロセッサ
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は、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送信
を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の識別されたペアにおける第２のネットワーク
要素へ通知を送信する工程と、
を行うように動作可能なプロセッサをさらに含み得る。
【００２５】
　プロセッサは、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　情報を取得するための通知を第２のネットワーク要素へ送信する工程と
を行うようにさらに動作可能であり得る。
【００２６】
　データ送信を取り扱うためのアクションを行う工程を行うように動作可能なプロセッサ
は、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素にお
いて、通知を受信する工程と、
　集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続のプー
ルを確立する工程と
を行うように動作可能なプロセッサをさらに含み得る。
【００２７】
　本発明に係るさらなる実施形態において、１つまたは複数のコンピュータ読取可能な非
一時的な記憶媒体は、実行されると、本発明に係る方法または上述された実施形態のうち
のいずれかを行うように動作可能であるソフトウェアを実施形態化する。
【００２８】
　本発明に係るさらなる実施形態において、システムは、１つまたは複数のプロセッサと
、プロセッサに対して結合され、プロセッサによって実行可能な命令を含む少なくとも１
つのメモリとを備え、プロセッサは、命令を実行する場合に、本発明に係る方法または上
述された実施形態のうちのいずれかを行うように動作可能である。
【００２９】
　本発明に係るさらなる実施形態において、コンピュータ読取可能な非一時的な記憶媒体
を好適には含むコンピュータ・プログラム製品は、データ処理システム上で実行されると
、本発明に係る方法または上述された実施形態のうちのいずれかを行うように動作可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１Ａ】ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネットワ
ーク環境を示す図。
【図１Ｂ】コンテンツ配信のための例示的なネットワーク・アーキテクチャを示す図。
【図２Ａ】複数のネットワーク要素を備える例示的な広域ネットワークを示す図。
【図２Ｂ】２つのネットワーク要素と、関連付けられたユーザとを備える広域ネットワー
クの具体的な例を示す図。
【図３】例示的なソーシャル・グラフを示す図。
【図４】ネットワーク要素のソーシャル・スコアを計算するための例示的な方法を示す図
。
【図５】例示的なコンピュータ・システムを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　特定の実施形態において、１つまたは複数のクライアント・システム（各々がソーシャ
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ル・ネットワーキング・システムのユーザに関連付けられる）は、コンテンツ配信ネット
ワーク内の第１のネットワーク要素（例えば、Ｗｉ－Ｆｉルータまたはセル・タワーの基
地局）に対して接続され得る。第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント
・システムのうちの１つまたは複数へ配信されるべき、第２のネットワーク要素に対して
接続されたクライアント・システムによってアップロードされたコンテンツは、この２つ
のネットワーク要素間で計算される集合的な社会的親密度スコアが最小閾値を超える場合
に、（第１のネットワーク要素に対して接続されたデバイスのうちの１つまたは複数から
の当該コンテンツに対する要求を受信することを見込んで）第１のネットワーク要素へ選
択的にプリフェッチされ得る。このようなコンテンツおよび／またはデータの例は、限定
ではなく例として、ターゲットを定めた通信（例えば、電子メール、ＳＭＳ）、クライア
ント・システム主導型マルチキャスト／ブロードキャスト通信（例えば、ソーシャル・ネ
ットワーキング・プロフィール・ステータス更新もしくはチェックイン、ブログ投稿）、
またはサードパーティ主導型通信（例えば、ターゲットを定めた広告／クーポン／インセ
ンティブ、通知、スポンサー付きコンテンツ）に含まれ得る。各ネットワーク要素は、複
数のクライアント・システムに接続してもよく、各クライアント・システムは、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システムのユーザに関連付けられ得る。
【００３２】
　集合的な社会的親密度スコアは、複数の個々の社会的親密度スコアの平均値として計算
され得る。ただし、各個々の社会的親密度スコアは、ユーザ・ペアの全体的なセットにお
ける（ソーシャル・ネットワーキング・システムによって決定されるような）ユーザの各
ペア間のソーシャル・グラフ関係に関して計算される。全体的なセットにおけるユーザの
各ペアは、そのクライアント・システムが第１のネットワーク要素に対して接続される１
人のユーザと、そのクライアント・システムが第２のネットワーク要素に対して接続され
る１人のユーザとを含む。ユーザ・ペアの全体的なセットは、そのクライアント・システ
ムが２つのネットワーク要素に対して現在接続されているユーザに基づいて、取り得る全
てのユーザ・ペアの組み合わせを含み得る。
【００３３】
　特定の実施形態において、２つのネットワーク要素の集合的な社会的親密度スコアが、
最小閾値を超える場合、要求を取り扱うためのリソース（例えば、ＴＣＰ接続、メモリ、
クラウド・コンピューティング・リソース、データ・ストレージ空間）は、高い集合的な
社会的親密度スコア（２つのネットワーク要素に対して接続されたデバイス間の通信およ
び／または２つのネットワーク要素に対して接続されたデバイスへのコンテンツの共通送
信の尤度を相応して示す）を前提として、当該リソースに対する需要の増加を見込んで積
極的に割り当てられ得る。
【００３４】
　図１Ａは、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられた例示的なネット
ワーク環境１００を示す。ネットワーク環境１００は、ネットワーク１０５によって互い
に接続された、クライアント・システム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１１０、およびサードパーティ・システム１７０を含む。図１Ａは、クライアント・シ
ステム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、サードパーティ・シス
テム１７０、およびネットワーク１０５の特定の構成を示すが、本開示は、クライアント
・システム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、サードパーティ・
システム１７０、およびネットワーク１０５の任意の適切な構成を想定する。限定ではな
く例として、クライアント・システム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１１０、およびサードパーティ・システム１７０のうちの２つ以上が、ネットワーク１０
５を迂回して、互いに直接接続されてもよい。別の例として、クライアント・システム１
６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、およびサードパーティ・システ
ム１７０のうちの２つ以上が、全体的にまたは部分的に、互いに物理的にまたは論理的に
同じ場所に設置されてもよい。さらに、図１Ａは、特定の数のクライアント・システム１
６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、サードパーティ・システム１７
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０、およびネットワーク１０５を示すが、本開示は、任意の適切な数のクライアント・シ
ステム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、サードパーティ・シス
テム１７０、およびネットワーク１０５を想定する。限定ではなく例として、ネットワー
ク環境１００は、複数のクライアント・システム１６０、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１１０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１０５を含ん
でもよい。
【００３５】
　本開示は、任意の適切なネットワーク１０５を想定している。限定ではなく、例として
、ネットワーク１０５の１つまたは複数の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イント
ラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・
エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネ
ットワーク（ＷＡＮ）、ワイヤレスＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネッ
トワーク（ＭＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部分、
セルラー電話ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ネ
ットワーク１０５は、１つまたは複数のネットワーク１０５を含むことができる。
【００３６】
　リンク１５０は、クライアント・システム１６０、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１１０、およびサードパーティ・システム１７０を通信ネットワーク１０５に、ま
たは互いに接続することができる。本開示は、任意の適切なリンク１５０を想定している
。特定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０は、１つもしくは複数の有
線リンク（たとえば、デジタル・サブスクライバ・ライン（ＤＳＬ）もしくはデータ・オ
ーバ・ケーブル・サービス・インタフェース仕様（ＤＯＣＳＩＳ）など）、ワイヤレス・
リンク（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉもしくはワールドワイド・インターオペラビリティー・フ
ォー・マイクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）など）、または光リンク（たとえば、
同期光ネットワーク（ＳＯＮＥＴ）もしくは同期デジタル階層（ＳＤＨ）など）を含む。
特定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０はそれぞれ、アド・ホック・
ネットワーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ
、ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部分、セルラー・テクノロ
ジーベースのネットワーク、衛星通信テクノロジーベースのネットワーク、別のリンク１
５０、または複数のそのようなリンク１５０の組合せを含む。リンク１５０は、ネットワ
ーク環境１００の全体を通じて必ずしも同じである必要はない。１つまたは複数の第１の
リンク１５０は、１つまたは複数の点において１つまたは複数の第２のリンク１５０とは
異なることが可能である。
【００３７】
　特定の実施形態においては、クライアント・システム１６０は、クライアント・システ
ム１６０によって実装またはサポートされる適切な機能を実行することができる、ハード
ウェア、ソフトウェア、もしくは組み込みロジック・コンポーネント、または複数のその
ようなコンポーネントの組合せを含む電子デバイスであることが可能である。限定ではな
く、例として、クライアント・システム１６０は、デスクトップ・コンピュータ、ノート
ブック・コンピュータもしくはラップトップ・コンピュータ、ネットブック、タブレット
・コンピュータなどのコンピュータ・システム、ｅブック・リーダ、ＧＰＳデバイス、カ
メラ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、セルラー電話、スマートフ
ォン、その他の適切な電子デバイス、またはそれらの任意の適切な組合せを含むことがで
きる。本開示は、任意の適切なクライアント・システム１６０を想定している。クライア
ント・システム１６０は、クライアント・システム１６０のネットワーク・ユーザがネッ
トワーク１０５にアクセスすることを可能にすることができる。クライアント・システム
１６０は、自分のユーザがその他のクライアント・システム１６０のその他のユーザと通
信することを可能にすることができる。
【００３８】
　特定の実施形態においては、クライアント１３０は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＩＮＴＥＲ
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ＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬＬＡ　ＦＩ
ＲＥＦＯＸ（いずれも登録商標）などのウェブ・ブラウザ１６２を含むことができ、１つ
または複数のアドオン、プラグイン、またはＴＯＯＬＢＡＲもしくはＹＡＨＯＯ　ＴＯＯ
ＬＢＡＲ（登録商標）などのその他の拡張を有することができる。クライアント・システ
ム１６０のユーザは、ウェブ・ブラウザ１６２を特定のサーバ（サーバ１１２、またはサ
ードパーティ・システム１７０に関連付けられているサーバなど）へ導くユニフォーム・
リソース・ロケータ（ＵＲＬ）またはその他のアドレスを入力することができ、ウェブ・
ブラウザ１６２は、ハイパー・テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要求を生成して、そ
のＨＴＴＰ要求をサーバに通信することができる。サーバは、そのＨＴＴＰ要求を受け入
れて、そのＨＴＴＰ要求に応答して１つまたは複数のハイパー・テキスト・マークアップ
言語（ＨＴＭＬ）ファイルをクライアント・システム１６０に通信することができる。ク
ライアント・システム１６０は、ユーザに提示するためにサーバからのＨＴＭＬファイル
に基づいてウェブページをレンダリングすることができる。本開示は、任意の適切なウェ
ブページ・ファイルを想定している。限定ではなく、例として、ウェブページは、特定の
ニーズに従って、ＨＴＭＬファイル、拡張可能ハイパー・テキスト・マークアップ言語（
ＸＨＴＭＬ）ファイル、または拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ）ファイルからレンダ
リングすることができる。そのようなページは、限定ではなく、例として、ＪＡＶＡＳＣ
ＲＩＰＴ（登録商標）、ＪＡＶＡ（登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＳＩＬＶＥＲＬＩ
ＧＨＴで書かれたスクリプトなどのスクリプト、ＡＪＡＸ（Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　
ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）　ａｎｄ　ＸＭＬ）などのマークアップ言語とスクリ
プトの組合せなどを実行することもできる。本明細書においては、ウェブページへの参照
は、適切な場合には、（そのウェブページをレンダリングするためにブラウザが使用する
ことができる）１つまたは複数の対応するウェブページ・ファイルを含み、その逆もまた
同様である。
【００３９】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、オン
ライン・ソーシャル・ネットワークをホストすることができるネットワークアドレス可能
なコンピューティング・システムであることが可能である。ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０は、たとえば、ユーザプロフィール・データ、コンセプトプロフィー
ル・データ、ソーシャル・グラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに
関連したその他の適切なデータなどのソーシャルネットワーキング・データを生成するこ
と、格納すること、受け取ること、および送信することが可能である。ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１１０は、ネットワーク環境１００のその他のコンポーネントに
よって直接、またはネットワーク１０５を介してアクセスされることが可能である。特定
の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、１つまたは
複数のサーバ１１２を含むことができる。それぞれのサーバ１１２は、単一のサーバ、ま
たは複数のコンピュータもしくは複数のデータセンターにわたる分散サーバであることが
可能である。サーバ１１２は、限定ではなく、例として、ウェブ・サーバ、ニュース・サ
ーバ、メール・サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイル・サーバ、アプリケ
ーション・サーバ、Ｅｘｃｈａｎｇｅサーバ、データベース・サーバ、プロキシ・サーバ
、本明細書において記述されている機能もしくはプロセスを実行するのに適している別の
サーバ、またはそれらの任意の組合せなど、さまざまなタイプのものであることが可能で
ある。特定の実施形態においては、それぞれのサーバ１１２は、サーバ１１２によって実
装またはサポートされる適切な機能を実行するためのハードウェア、ソフトウェア、もし
くは組み込みロジック・コンポーネント、または複数のそのようなコンポーネントの組合
せを含むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１１０は、１つまたは複数のデータ・ストア１１４を含むことができる。データ・
ストア１１４は、さまざまなタイプの情報を格納するために使用されることが可能である
。特定の実施形態においては、データ・ストア１１４内に格納されている情報は、特定の
データ構造に従って編成されることが可能である。特定の実施形態においては、それぞれ
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のデータ・ストア１１４は、リレーショナル・データベース、行のデータベース、相関関
係データベース、あるいはその他の適切なデータベースであることが可能である。本開示
は特定のタイプのデータベースを記述し、例示するが、本開示においては、任意の適切な
タイプのデータベースが考えられる。特定の実施形態は、クライアント・システム１６０
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０、またはサードパーティ・システム１
７０が、データ・ストア１１４内に格納されている情報を管理すること、取り出すこと、
修正すること、追加すること、または削除することを可能にするインターフェースを提供
することができる。
【００４０】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、１つ
または複数のソーシャル・グラフを１つまたは複数のデータ・ストア１１４内に格納する
ことができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフは、複数のノード（複数
のユーザ・ノード（それぞれが、特定のユーザに対応している）、または複数のコンセプ
ト・ノード（それぞれが、特定のコンセプトに対応している）を含むことができる）と、
ノード同士をつなげる複数のエッジとを含むことができる。ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０は、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザに、その他のユ
ーザと通信および対話する能力を提供することができる。特定の実施形態においては、ユ
ーザたちは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０を介してオンライン・ソー
シャル・ネットワークに参加し、次いで、自分たちがつながりたいと望むソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１１０のその他の複数のユーザにつながり（すなわち、関係）
を付加することができる。本明細書においては、「友達」という用語は、ユーザがソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１１０を介して、つながり、関連付け、または関係を
形成しているソーシャル・ネットワーキング・システム１１０のその他の任意のユーザを
指すことができる。
【００４１】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１１０によってサポートされるさまざまなタイプの
アイテムまたはオブジェクトに関してアクションを取る能力をユーザに提供することがで
きる。限定ではなく、例として、それらのアイテムおよびオブジェクトは、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１１０のユーザが属することが可能であるグループもしくは
ソーシャル・ネットワーク、ユーザが関心を抱く可能性があるイベントもしくはカレンダ
ー・エントリー、ユーザが使用することができるコンピュータベースのアプリケーション
、ユーザがサービスを介してアイテムを購入もしくは販売することを可能にするトランザ
クション、ユーザが実行することができる広告との対話、またはその他の適切なアイテム
もしくはオブジェクトを含むことができる。ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１１０において、またはサードパーティ・システム１７０の外部システム（ソー
シャル・ネットワーキング・システム１１０とは別個のものであって、ネットワーク１０
５を介してソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に結合されている）によって
表されることが可能である任意のものと対話することができる。
【００４２】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、さま
ざまなエンティティ同士をリンクできることが可能である。限定ではなく、例として、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ユーザたちが互いに対話すること、な
らびにサードパーティ・システム１７０もしくはその他のエンティティからのコンテンツ
を受け取ることを可能にすることができ、またはユーザたちがアプリケーション・プログ
ラミング・インタフェース（ＡＰＩ）もしくはその他の通信チャネルを通じてこれらのエ
ンティティと対話することを可能にすることができる。
【００４３】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、１つもしくは複数の
タイプのサーバ、１つもしくは複数のデータ・ストア、１つもしくは複数のインターフェ
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ース（ＡＰＩを含むが、それには限定されない）、１つもしくは複数のウェブ・サービス
、１つもしくは複数のコンテンツ・ソース、１つもしくは複数のネットワーク、または（
たとえば、サーバが通信することができる）その他の任意の適切なコンポーネントを含む
ことができる。サードパーティ・システム１７０は、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１１０を運営しているエンティティとは異なるエンティティによって運営されるこ
とが可能である。しかしながら、特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０およびサードパーティ・システム１７０は、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１１０またはサードパーティ・システム１７０のユーザにソーシャル
ネットワーキング・サービスを提供するために互いに連携して機能することができる。こ
の意味において、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、サードパーティ・
システム１７０などのその他のシステムがインターネットを介してソーシャルネットワー
キング・サービスおよび機能をユーザに提供するために使用することができるプラットフ
ォーム、またはバックボーンを提供することができる。
【００４４】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、サードパーティ・コ
ンテンツ・オブジェクト・プロバイダを含むことができる。サードパーティ・コンテンツ
・オブジェクト・プロバイダは、コンテンツ・オブジェクトの１つまたは複数のソースを
含むことができ、それらのソースは、クライアント・システム１６０に通信されることが
可能である。限定ではなく、例として、コンテンツ・オブジェクトは、ユーザにとって関
心がある物またはアクティビティに関する情報、たとえば、映画の開始時刻、映画のレビ
ュー、レストランのレビュー、レストランのメニュー、製品の情報およびレビュー、また
はその他の適切な情報などを含むことができる。限定ではなく、別の例として、コンテン
ツ・オブジェクトは、インセンティブ・コンテンツ・オブジェクト、たとえば、クーポン
、ディスカウント・チケット、ギフト券、またはその他の適切なインセンティブ・オブジ
ェクトを含むことができる。
【００４５】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０はまた、
ユーザによって生成されたコンテンツ・オブジェクトを含み、それらのコンテンツ・オブ
ジェクトは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０とのユーザの対話を高める
ことができる。ユーザによって生成されたコンテンツは、ユーザがソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１１０に付加、アップロード、送信、または「ポスト」することがで
きる任意のものを含むことができる。限定ではなく、例として、ユーザは、クライアント
・システム１６０からソーシャル・ネットワーキング・システム１１０へポストを通信す
る。ポストは、ステータス更新もしくはその他のテキスト・データ、ロケーション情報、
写真、ビデオ、リンク、音楽、またはその他の類似したデータもしくはメディアなどのデ
ータを含むことができる。コンテンツは、ニュース・フィードまたはストリームなどの「
通信チャネル」を通じてサードパーティによってソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１１０に付加されることも可能である。
【００４６】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、さま
ざまなサーバ、サブシステム、プログラム、モジュール、ログ、およびデータ・ストアを
含むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１１０は、ウェブ・サーバ、アクション・ロガー、ＡＰＩ要求サーバ、関連性およびラ
ンキング・エンジン、コンテンツ・オブジェクト分類子、通知コントローラ、アクション
・ログ、サードパーティ・コンテンツ・オブジェクト露出ログ、推測モジュール、認可／
プライバシー・サーバ、検索モジュール、広告ターゲティング・モジュール、ユーザイン
タフェース・モジュール、ユーザプロフィール・ストア、つながりストア、サードパーテ
ィ・コンテンツ・ストア、またはロケーション・ストアのうちの１つまたは複数を含むこ
とができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、適切なコンポーネント
、たとえば、ネットワーク・インターフェース、セキュリティー・メカニズム、ロード・
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バランサ、フェイルオーバ・サーバ、管理およびネットワークオペレーション・コンソー
ル、その他の適切なコンポーネント、またはそれらの任意の適切な組合せを含むこともで
きる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、
ユーザ・プロフィールを格納するための１つまたは複数のユーザプロフィール・ストアを
含むことができる。ユーザ・プロフィールは、たとえば、経歴情報、人口統計学的情報、
挙動情報、ソーシャルな情報、またはその他のタイプの記述的情報、たとえば、職業経験
、学歴、趣味もしくは好み、関心、親近感、またはロケーションを含むことができる。関
心情報は、１つまたは複数のカテゴリに関連した関心を含むことができる。カテゴリは、
一般的または具体的であることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザが、ある
ブランドの靴に関する記事に対して「いいね！」を表明した場合には、カテゴリは、その
ブランド、または「靴」もしくは「衣類」という一般的なカテゴリであることが可能であ
る。ユーザに関するつながり情報を格納するために、つながりストアが使用されることが
可能である。つながり情報は、類似のもしくは共通の職業経験、グループ・メンバーシッ
プ、趣味、学歴を有しているか、または何らかの形で関連しているか、もしくは共通の属
性を共有しているユーザ同士を示すことができる。つながり情報は、さまざまなユーザお
よびコンテンツ（内部および外部の両方）の間におけるユーザ定義のつながりを含むこと
もできる。ネットワーク１０５を介してソーシャル・ネットワーキング・システム１１０
を１つもしくは複数のクライアント・システム１６０または１つもしくは複数のサードパ
ーティ・システム１７０にリンクさせるために、ウェブ・サーバが使用されることが可能
である。ウェブ・サーバは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０と、１つま
たは複数のクライアント・システム１６０との間においてメッセージを受け取って回送す
るためにメール・サーバまたはその他のメッセージング機能を含むことができる。ＡＰＩ
要求サーバは、サードパーティ・システム１７０が、１つまたは複数のＡＰＩを呼び出す
ことによってソーシャル・ネットワーキング・システム１１０からの情報にアクセスする
ことを可能にすることができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０の上の
または外のユーザのアクションに関してウェブ・サーバから通信を受け取るために、アク
ション・ロガーが使用されることが可能である。アクション・ログとともに、サードパー
ティコンテンツ・オブジェクトへのユーザの露出についてのサードパーティコンテンツオ
ブジェクト・ログが保持されることが可能である。通知コントローラは、コンテンツ・オ
ブジェクトに関する情報をクライアント・システム１６０に提供することができる。情報
は、通知としてクライアント・システム１６０へ押し出されることが可能であり、または
情報は、クライアント・システム１６０から受け取られた要求に応答してクライアント・
システム１６０から引き出されることが可能である。ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１１０のユーザの１つまたは複数のプライバシー設定を実施するために、認可サー
バが使用されることが可能である。ユーザのプライバシー設定は、ユーザに関連付けられ
ている特定の情報がどのように共有されることが可能であるかを特定する。認可サーバは
、ユーザが、たとえば、適切なプライバシー設定を設定することなどによって、自分のア
クションをソーシャル・ネットワーキング・システム１１０によって記録されること、ま
たはその他のシステム（たとえば、サードパーティ・システム１７０）と共有されること
のオプト・インまたはオプト・アウトを行うことを可能にすることができる。サードパー
ティ・システム１７０などのサードパーティから受け取られたコンテンツ・オブジェクト
を格納するために、サードパーティコンテンツオブジェクト・ストアが使用されることが
可能である。ユーザに関連付けられているクライアント・システム１６０から受け取られ
たロケーション情報を格納するために、ロケーション・ストアが使用されることが可能で
ある。広告価格設定モジュールが、ソーシャルな情報、現在時刻、ロケーション情報、ま
たはその他の適切な情報を組み合わせて、関連がある広告を、通知の形式でユーザに提供
することができる。
【００４７】
　図１Ｂは、コンテンツがネットワーク要素１４０から受信され（例えば、アップロード
され）、またはコンテンツがネットワーク要素１４０に対してプッシュされ、またはネッ
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トワーク要素１４０による要求があるとコンテンツが提供され得る、環境１００について
の例示的なネットワーク・アーキテクチャを示す。特定の実施形態において、ネットワー
ク要素は、１人または複数のユーザに関連付けられ得る。様々なタイプの任意の数のサー
バ１１２、１２０、１３０と、様々なタイプの任意の数のネットワーク要素１４０とが存
在し得る。各サーバ１１２、１２０、または１３０は、サーバ１１２、１２０、または１
３０によって実装またはサポートされる適当な機能性を実行するためのハードウェア、ソ
フトウェア、または埋め込み論理コンポーネントもしくは２つ以上のこのようなコンポー
ネントの組み合わせを含み得る。特定の実施形態において、サーバ１１２、１２０、およ
び１３０は、層状に配置され得る。例えば、ソーシャル・ネットワーキング・ウェブサイ
トによって提供されるコンテンツをサービス提供するための１つまたは複数のウェブ・サ
ーバ１１２が存在してもよい。各ウェブ・サーバ１１２は、１つまたは複数のチャネル・
サーバ１２０に接続され得る。各チャネル・サーバ１２０は、１つまたは複数のエッジ・
サーバ１３０に接続され得る。チャネル・サーバ１２０は、ウェブ・サーバ１１２によっ
てホストされるアプリケーションのユーザのためにコンテンツ通信チャネル（例えば、メ
ディア・ダウンローディングまたはメディア・アップローディング、投稿および投稿の取
得、電子メール送信、インスタント・メッセージング、チャッティング、プレゼンス等）
を監視および管理し得る。エッジ・サーバ１３０は、ネットワーク要素１４０に関連付け
られた１人または複数のユーザへコンテンツを配信するために、ネットワーク・デバイス
（例えば、ネットワーク要素１４０）とのネットワークまたは通信接続を維持し得る。ま
た、エッジ・サーバ１３０は、ウェブ・サーバ１１２に対するプロキシとして機能しても
よく、および／または、ウェブ・サーバ１１２によってサービス提供されるコンテンツを
プリフェッチおよびキャッシュしてもよい。ネットワーク要素１４０は、エッジ・サーバ
１３０を通じてウェブ・サーバ１１２と通信し得る。特定の実施形態において、サーバ１
１２、１２０、および１３０ならびにネットワーク要素１４０は各々、一意の識別子を有
し得る。例えば、各サーバ１１２、１２０、および１３０は、その一意のＩＰアドレスに
よって識別され得、各ネットワーク要素１４０は、永続的なグローバル一意識別子（例え
ば、基地局識別コード（ＢＳＩＣ：ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｃｏ
ｄｅ）、共通言語位置識別子（ＣＬＬＩ：ｃｏｍｍｏｎ　ｌａｎｇｕａｇｅ　ｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）コード、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：ｍｅｄｉａ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）アドレス、移動局国際加入者ディレクトリ番号（ＭＳＩＳＤ
Ｎ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒ）、国際移動体機器識別（ＩＭＥＩ：ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　ｉｄｅｎｔｉ
ｔｙ）、焼き込みアドレス（ＢＩＡ：ｂｕｒｎｅｄ－ｉｎ　ａｄｄｒｅｓｓ）、または他
のハードウェア・アドレスもしくは物理アドレス）によって識別され得る。
【００４８】
　特定の実施形態において、（例えば、２つの特定のネットワーク要素の社会的親密度ス
コアに基づいて決定される）発生しそうなデータ転送を見込んで、コンテンツは、ネット
ワーク要素１４０に加えて、サーバ１１２、１２０、および１３０のうちのいずれか、ま
たはサーバ１１２、１２０、および１３０の組み合わせにプリフェッチされ、記憶され得
る。このようなコンテンツおよびリソースの割り当ては、コンテンツに対する要求が受信
される前に、サーバ１１２、１２０、１３０、およびネットワーク要素１４０のうちの１
つまたは複数においてコンテンツを積極的にキャッシュすることによって、ネットワーク
のエッジへの（例えば、特定のネットワーク要素に関連付けられた１人または複数のユー
ザへの）コンテンツの配信を加速するのに役立ち得る。
【００４９】
　特定の実施形態において、各ネットワーク要素１４０は、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システムのユーザに関連付けられたクライアント・システムにネットワーク・サービ
スを提供し得る。各ネットワーク要素１４０は、無線でまたは有線接続を通じてネットワ
ークに対して接続されるモバイル・デバイスまたは固定デバイス（例えば、Ｗｉ－Ｆｉル
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ータまたは他の適切なルータ、セル・タワー基地局、スイッチ、ハブ、サーバ、ファイア
ウォール、ゲートウェイ、ケーブル・モデム終端システム、モデム、および他の適切なデ
バイス）であり得る。
【００５０】
　特定の実施形態において、クライアント・システムが、コンテンツに対する要求をネッ
トワーク要素１４０によって送信する場合、ネットワーク要素１４０は、エッジ・サーバ
１３０と１つまたは複数の接続を確立し得る。各接続は、ＴＣＰ／ＩＰ接続であり得る。
より具体的には、ネットワーク要素１４０は、ネットワーク要素１４０のユーザが割り当
てられたチャネル・サーバ１２０に対して接続されているエッジ・サーバ１３０に接続さ
れ得る。図１において説明されるアーキテクチャは、例示的な目的のために提供される１
つの例に過ぎず、本発明の特定の実施形態は、他のネットワーク・アーキテクチャを使用
して行われてもよい。
【００５１】
　図２Ａは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０の複数のユーザ間の通信を
取り扱うための複数のネットワーク要素を備える例示的な広域ネットワークを示す。図２
Ａにおいて、各クライアント・システム１６０は、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１１０内の少なくとも１つの特定のユーザ・アカウントに関連付けられる。上記で説
明されたように、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０によって提供されるコ
ンテンツおよび／またはデータは、ウェブ・サーバ１１２によってサービス提供され得る
。具体的には、クライアント・システム１６０Ａは、ネットワーク要素１４０Ａを使用し
てネットワーク１０５を介してソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に接続し
得、クライアント・システム１６０Ｂは、ネットワーク要素１４０Ｂを使用してネットワ
ーク１０５を介してソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に接続し得る。ネッ
トワーク１０５は、サーバ１１２、１２０、および１３０などの、１つまたは複数のサー
バを含み得る。クライアント・システム１６０Ａおよび１６０Ｂは、例えば、デスクトッ
プ・コンピュータ、ノート型コンピュータもしくはラップトップ・コンピュータ、ネット
ブック、タブレット・コンピュータ、電子書籍リーダ、ＧＰＳデバイス、カメラ、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、携帯電話、スマートフォン、他の適切な
電子デバイスなどのコンピュータ・システム、または、これらの任意の適切な組み合わせ
を含んでもよい。上記で説明されたように、ネットワーク要素１４０は、例えば、Ｗｉ－
Ｆｉルータもしくは他のルータ、セル・タワー基地局、スイッチ、ハブ、サーバ、ファイ
アウォール、ゲートウェイ、ケーブル・モデム終端システム、モデム、または他の適切な
デバイスを含んでもよい。
【００５２】
　リンク２４０Ａおよび２４０Ｂは、それぞれネットワーク要素１４０Ａおよび１４０Ｂ
をネットワーク１０５に対して接続し得る。上記で説明されたように、リンク２４０Ａお
よび２４０Ｂは、ＴＣＰ／ＩＰ接続であり得る。リンク２５０Ａおよび２５０Ｂは、それ
ぞれクライアント・システム１６０Ａおよび１６０Ｂを、ネットワーク要素１４０Ａおよ
び１４０Ｂに接続し得る。リンク２４０Ａ、２４０Ｂ、２５０Ａ、および２５０Ｂは、１
つまたは複数の有線リンク、無線リンク、または光リンクを含んでもよく、特に、アド・
ホック・ネットワーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ
、ＷＡＮ、ＷＷＡＮ、ＭＡＮ、インターネットの一部、ＰＳＴＮの一部、セルラー技術ベ
ースのネットワーク、衛星通信技術ベースのネットワーク、または任意の他の適切なリン
クを含んでもよい。
【００５３】
　図２Ｂは、２つのネットワーク要素と、関連付けられたユーザとを備える広域ネットワ
ークの具体的な例を示す。いくつかの実施形態において、特定のネットワーク要素１４０
は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０のユーザの特定のグループに関連付
けられ得る。例えば、図２Ｂに示されるように、ネットワーク要素１４０Ａは、クライア
ント・システム１６０Ａ１および１６０Ａ２へのデータ接続性を提供しているセル・タワ
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ー基地局を備え、クライアント・システム１６０Ａ１および１６０Ａ２の各々は、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１１０のユーザのそれぞれのプロフィールに関連付け
られる一意の識別子を有する。また、ネットワーク要素１４０Ｂは、クライアント・シス
テム１６０Ｂ１、１６０Ｂ２、１６０Ｂ３、および１６０Ｂ４に対して接続されるルータ
を備える。
【００５４】
　特定のネットワーク要素１４０に関連付けられた１人または複数のソーシャル・ネット
ワーキング・システム・ユーザは、例えば、それらのクライアント・システムを一意に識
別する情報、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に関連付けられた情報（例
えば、ソーシャル・ネットワーキング・ユーザＩＤ）、またはユーザを一意に識別する任
意の他の適切な識別情報によって識別され得る。１つの例において、ユーザのクライアン
ト・システム１６０Ａ１が、ＴＣＰ接続を開始する場合に、その一意の識別子（例えば、
ＭＡＣアドレス）をネットワーク要素１４０Ａ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉルータ）へ送信する
とき、ネットワーク要素１４０Ａは、ラップトップの一意の識別子がソーシャル・ネット
ワーキング・システムのユーザ・アカウントに関連付けられているかどうかを決定するた
めの要求をソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に対して送信し得る。別の例
において、ユーザが、クライアント・システム１６０Ａ１上でユーザのソーシャル・ネッ
トワーキング・アカウントについての認証クレデンシャル（例えば、ユーザ名およびパス
ワード）を提供する場合に、クライアント・システム１６０Ａ１のユーザが識別され得る
。いずれの場合にも、いったん１６０Ａ１がネットワーク要素１４０Ａに対して接続され
ると、ネットワーク要素１４０Ａは、クライアント・システム１６０Ａ１のユーザのソー
シャル・グラフのつながりであるソーシャル・ネットワーキング・ユーザ（「友達」）に
関する情報、例えば、各友達のソーシャル・ネットワーキング・ユーザＩＤ、友達のクラ
イアント・システム１６０Ｂまたは１６０Ｃの一意の識別子、友達のクライアント・シス
テム１６０Ｂまたは１６０Ｃが接続されるネットワーク要素（１４０Ｂまたは１４０Ｃ）
の一意の識別子、およびクライアント・システム１６０Ａ１のユーザとその友達との間の
ソーシャル・グラフ関係性に関する社会的親密度スコアなどに対する要求を（別個に、ま
たは上述された認証要求との組み合わせにおいて）ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１１０に対して送信し得る。特定の実施形態において、ネットワーク要素１４０Ａは
、クライアント・システム１６０Ａがネットワーク要素１４０Ａとの接続を確立するたび
に、そのような情報を取得および記憶し、それによって、ユーザの友達のクライアント・
システムが接続されるネットワーク要素１４０のセットを決定し得る。
【００５５】
　ユーザの友達のクライアント・システムが接続されるネットワーク要素１４０のセット
のうちの１つとネットワーク要素１４０Ａとの各ペアリングについて、ネットワーク要素
１４０Ａは、次いで、受信された情報に基づいて、集合的な社会的親密度スコアを計算し
得る。特定の実施形態において、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、全
てのネットワーク要素１４０にわたって集合的な社会的親密度スコアを計算し、次いで、
各ネットワーク要素１４０に、そのネットワーク要素ペアについての情報を送信し得る（
ただし、その特定のネットワーク要素１４０は、ペア内のネットワーク要素のうちの１つ
である）。特定の実施形態において、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は
、ネットワーク要素ペアの集合的な社会的親密度スコアが最小閾値を超える場合にのみ、
各ネットワーク要素１４０に、そのネットワーク要素ペアの情報を送ってもよい。
【００５６】
　ネットワーク要素ペアの集合的な社会的親密度スコアが、特定された最小閾値を超える
場合、そのペア内の２つのネットワーク要素は、この２つのネットワーク要素に対して接
続されるクライアント・システムに関与するデータ送信に関連付けられた待ち時間を低減
するための一定のアクションを行い得る。例えば、クライアント・システム１６０Ａ１の
ユーザのソーシャル・グラフが、クライアント・システム１６０Ｂ２に関連付けられた友
達と、クライアント・システム１６０Ｃ１に関連付けられた別の友達とを含む場合、ネッ
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トワーク要素１４０Ａは、コンテンツがアップロードされている、コンテンツがアップロ
ード済みである、またはコンテンツがアップロードされるという通知を、ネットワーク要
素１４０Ｂおよび１４０Ｃに送信し得る。この送信によって、ネットワーク要素１４０Ｂ
および１４０Ｃが、一定の工程を行うべきかどうか、例えば、アップロードされたコンテ
ンツをプリフェッチするための要求を送信すること、またはネットワーク要素１４０Ｂお
よび１４０Ｃそれぞれに接続されたクライアント・システムがアップロードされたコンテ
ンツに対する要求を送信する場合に必要となり得るリソースを割り当てることなどを行う
べきかどうかを決定することが可能となる。
【００５７】
　図３は、例示的なソーシャル・グラフ３００を示す。特定の実施形態において、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１１０は、１つまたは複数のソーシャル・グラフ３０
０を、１つまたは複数のデータ・ストアに記憶し得る。特定の実施形態において、ソーシ
ャル・グラフ３００は、複数のノードを含み得、この複数のノードは、複数のユーザ・ノ
ード３０２または複数のコンセプト・ノード３０４と、ノードを接続する複数のエッジ３
０６とを含み得る。図３に例示される例示的なソーシャル・グラフ３００は、説明的な目
的のために、２次元の視覚マップ表現において示されている。特定の実施形態において、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、適切な用途のために、ソーシャル・
グラフ３００と、関連するソーシャル・グラフ情報とにアクセスし得る。ソーシャル・グ
ラフ３００のノードおよびエッジは、例えば、（ソーシャル・グラフ・データベースなど
の）データ・ストアにおいて、データ・オブジェクトとして記憶され得る。このようなデ
ータ・ストアは、ソーシャル・グラフ３００のノードまたはエッジの１つまたは複数の取
得可能または問い合わせ可能なインデックスを含み得る。
【００５８】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード３０２は、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１１０のユーザに対応することができる。限定ではなく、例として、ユーザは
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０と、またはソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０を介して対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ
（たとえば、企業、ビジネス、もしくはサードパーティ・アプリケーション）、または（
たとえば、個人もしくはエンティティの）グループであることが可能である。特定の実施
形態においては、あるユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１１０とのアカ
ウントに登録した場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、そのユ
ーザに対応するユーザ・ノード３０２を作成し、そのユーザ・ノード３０２を１つまたは
複数のデータ・ストア内に格納することができる。本明細書において記述されているユー
ザおよびユーザ・ノード３０２は、適切な場合には、登録されているユーザ、および登録
されているユーザに関連付けられているユーザ・ノード３０２を指すことができる。追加
として、または代替として、本明細書において記述されているユーザおよびユーザ・ノー
ド３０２は、適切な場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に登録さ
れていないユーザを指すことができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード３０
２は、ユーザによって提供された情報、またはソーシャル・ネットワーキング・システム
１１０を含むさまざまなシステムによって収集された情報に関連付けられることが可能で
ある。限定ではなく、例として、ユーザは、自分の名前、プロフィール画像、連絡先情報
、生年月日、性別、婚姻状況、家族状況、勤務先、学歴、好み、関心、またはその他の人
口統計学的情報を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード３
０２は、ユーザに関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェ
クトに関連付けられることが可能である。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード３
０２は、１つまたは複数のウェブページに対応することができる。
【００５９】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード３０４は、コンセプトに対応すること
ができる。限定ではなく、例として、コンセプトは、場所（たとえば、映画館、レストラ
ン、ランドマーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（たとえば、ソーシャルネットワ
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ーク・システム１１０に関連付けられているウェブサイト、もしくはウェブアプリケーシ
ョン・サーバに関連付けられているサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンティティ
（たとえば、人、企業、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１１０内に、もしくはウェブアプリケーション・サーバ
などの外部サーバ上に配置されることが可能であるリソース（たとえば、オーディオ・フ
ァイル、ビデオ・ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化されたドキュメ
ント、もしくはアプリケーションなど）、物的もしくは知的財産（たとえば、彫塑、絵画
、映画、ゲーム、曲、アイディア、写真、もしくは執筆作品など）、ゲーム、アクティビ
ティ、アイディアもしくは理論、別の適切なコンセプト、または複数のそのようなコンセ
プトに対応することができる。コンセプト・ノード３０４は、ユーザによって提供された
コンセプトの情報、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１１０を含むさまざ
まなシステムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定ではなく
、例として、コンセプトの情報は、名前もしくはタイトル、１つもしくは複数のイメージ
（たとえば、本の表紙のイメージ）、ロケーション（たとえば、住所もしくは地理的ロケ
ーション）、（ＵＲＬに関連付けられることが可能である）ウェブサイト、連絡先情報（
たとえば、電話番号もしくはＥメール・アドレス）、その他の適切なコンセプト情報、ま
たはそのような情報の任意の適切な組合せを含むことができる。特定の実施形態において
は、コンセプト・ノード３０４は、コンセプト・ノード３０４に関連付けられている情報
に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられることが可能である。
特定の実施形態においては、コンセプト・ノード３０４は、１つまたは複数のウェブペー
ジに対応することができる。
【００６０】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフ３００内のノードは、ウェブページ（
「プロフィール・ページ」と呼ばれる場合もある）を表すこと、またはウェブページによ
って表されることが可能である。プロフィール・ページは、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０によってホストされること、またはソーシャル・ネットワーキング・
システム１１０にとってアクセス可能であることが可能である。プロフィール・ページは
、サードパーティ・サーバ１７０に関連付けられているサードパーティ・ウェブサイト上
にホストされることも可能である。限定ではなく、例として、特定の外部ウェブページに
対応するプロフィール・ページは、その特定の外部ウェブページであることが可能であり
、そのプロフィール・ページは、特定のコンセプト・ノード３０４に対応することができ
る。プロフィール・ページは、その他のユーザのうちのすべてまたは選択されたサブセッ
トによって閲覧できることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザ・ノード３０
２は、対応するユーザ・プロフィール・ページを有することができ、そのユーザ・プロフ
ィール・ページにおいては、対応するユーザが、コンテンツを付加すること、言明を行う
こと、またはその他の形で自分自身を表現することが可能である。限定ではなく、別の例
として、コンセプト・ノード３０４は、対応するコンセプトプロフィール・ページを有す
ることができ、そのコンセプトプロフィール・ページにおいては、１人または複数のユー
ザが、特にコンセプト・ノード３０４に対応するコンセプトに関連して、コンテンツを付
加すること、言明を行うこと、または自分自身を表現することが可能である。
【００６１】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード３０４は、サードパーティ・システム
１７０によってホストされているサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表すこ
とができる。サードパーティ・ウェブページまたはリソースは、数ある要素の中でも、コ
ンテンツ、選択可能なもしくはその他のアイコン、または、アクションもしくはアクティ
ビティを表す（たとえば、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＡＪＡＸ、もしくはＰＨ
Ｐコードで実装されることが可能である）その他の対話可能なオブジェクトを含むことが
できる。限定ではなく、例として、サードパーティ・ウェブページは、「いいね！」、「
チェックイン」、「食べる」、「推奨する」、または別の適切なアクションもしくはアク
ティビティなどの選択可能なアイコンを含むことができる。サードパーティ・ウェブペー
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ジを閲覧しているユーザは、それらのアイコンのうちの１つ（たとえば、「チェックイン
」）を選択することによってアクションを実行して、クライアント・システム１３０に、
そのユーザのアクションを示すメッセージをソーシャル・ネットワーキング・システム１
１０へ送信させることができる。そのメッセージに応答して、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０は、ユーザに対応するユーザ・ノード３０２と、サードパーティ・
ウェブページまたはリソースに対応するコンセプト・ノード３０４との間においてエッジ
（たとえば、チェックイン・タイプ・エッジ）を作成して、エッジ３０６を１つまたは複
数のデータ・ストア内に格納することができる。
【００６２】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフ３００内の１対のノードが、１つまた
は複数のエッジ３０６によって互いにつながることが可能である。１対のノードをつなげ
るエッジ３０６は、それらの１対のノードの間における関係を表すことができる。特定の
実施形態においては、エッジ３０６は、１対のノードの間における関係に対応する１つま
たは複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含むことまたは表すことが可能である。限
定ではなく、例として、第１のユーザは、第２のユーザが第１のユーザの「友達」である
ということを示すことができる。この表示に応答して、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１１０は、「友達要求」を第２のユーザに送信することができる。第２のユーザ
がその「友達要求」を承認した場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１
０は、ソーシャル・グラフ３００内で第１のユーザのユーザ・ノード３０２を第２のユー
ザのユーザ・ノード３０２につなげるエッジ３０６を作成して、エッジ３０６をソーシャ
ル・グラフ情報としてデータ・ストア１１４のうちの１つまたは複数の中に格納すること
ができる。図３の例においては、ソーシャル・グラフ３００は、ユーザ「Ａ」のユーザ・
ノード３０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード３０２との間における友達関係を示すエ
ッジ３０６と、ユーザ「Ｃ」のユーザ・ノード３０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード
３０２との間における友達関係を示すエッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード
３０２同士をつなげる特定の属性を伴う特定のエッジ３０６を記述している、または示し
ているが、本開示は、ユーザ・ノード３０２同士をつなげる任意の適切な属性を伴う任意
の適切なエッジ３０６を想定している。限定ではなく、例として、エッジ３０６は、友達
関係、家族関係、ビジネスもしくは雇用関係、（例えば、「いいね」の表明他を含む）フ
ァン関係、フォロワー関係、（例えば、アクセルすること、閲覧すること、チェックイン
すること、共有することを含む）ビジター関係、サブスクライバ関係、上下関係、互恵的
関係、非互恵的関係、別の適切なタイプの関係、または複数のそのような関係を表すこと
ができる。その上、本開示は一般に、ノード同士をつながっているものとして記述してい
るが、本開示はまた、ユーザ同士またはコンセプト同士をつながっているものとして記述
している。本明細書においては、つながっているユーザ同士またはコンセプト同士への言
及は、適切な場合には、１つまたは複数のエッジ３０６によってソーシャル・グラフ３０
０内でつながっているそれらのユーザ同士またはコンセプト同士に対応するノード同士を
指すことができる。
【００６３】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３０４との間
におけるエッジ３０６は、ユーザ・ノード３０２に関連付けられているユーザによって、
コンセプト・ノード３０４に関連付けられているコンセプトに対して実行された特定のア
クションまたはアクティビティを表すことができる。限定ではなく、例として、図３にお
いて示されているように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね！を表明すること」、
「通うこと」、「プレイすること」、「聴くこと」、「料理すること」、「勤務すること
」、または「観ること」を行った可能性があり、それらのそれぞれは、エッジタイプまた
はサブタイプに対応することができる。コンセプト・ノード３０４に対応するコンセプト
プロフィール・ページは、たとえば、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、
クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「お気に入りに追加
」アイコンを含むことができる。同様に、ユーザがこれらのアイコンをクリックした後に
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、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、それぞれのアクションに対応する
ユーザのアクションに応答して「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エッジを作
成することができる。限定ではなく、別の例として、あるユーザ（ユーザ「Ｃ」）が、特
定のアプリケーション（オンライン音楽アプリケーションであるＳＰＯＴＩＦＹ）を使用
して特定の曲（「イマジン」）を聴く場合がある。このケースにおいては、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１１０は、そのユーザに対応するユーザ・ノード３０２と、
その曲およびアプリケーションに対応するコンセプト・ノード３０４との間において、（
図３に示されているような）「聴いた」エッジ３０６および「使用した」エッジを作成し
て、そのユーザがその曲を聴いてそのアプリケーションを使用したということを示すこと
ができる。その上、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、その曲に対応す
るコンセプト・ノード３０４と、そのアプリケーションに対応するコンセプト・ノード３
０４との間において、（図３に示されているような）「再生した」エッジ３０６を作成し
て、その特定の曲がその特定のアプリケーションによって再生されたということを示すこ
とができる。このケースにおいては、「再生した」エッジ３０６は、外部アプリケーショ
ン（ＳＰＯＴＩＦＹ）によって外部オーディオ・ファイル（「イマジン」という曲）に関
して実行されたアクションに対応する。本開示は、ユーザ・ノード３０２とコンセプト・
ノード３０４とをつなげる特定の属性を伴う特定のエッジ３０６について記述しているが
、本開示は、ユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３０４とをつなげる任意の適切
な属性を伴う任意の適切なエッジ３０６を想定している。その上、本開示は、単一の関係
を表すユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３０４との間におけるエッジについて
記述しているが、本開示は、１つまたは複数の関係を表すユーザ・ノード３０２とコンセ
プト・ノード３０４との間におけるエッジを想定している。限定ではなく、例として、エ
ッジ３０６は、ユーザが特定のコンセプトに対して「いいね！」を表明しているというこ
と、およびその特定のコンセプトを使用したということの両方を表すことができる。ある
いは、別のエッジ３０６は、（図３において、ユーザ「Ｅ」を表すユーザ・ノード３０２
と、「ＳＰＯＴＩＦＹ」を表すコンセプト・ノード３０４との間において示されているよ
うな）ユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３０４との間におけるそれぞれのタイ
プの関係（または、単一の関係が複数集まったもの）を表すことができる。
【００６４】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ソー
シャル・グラフ３００内でユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３０４との間にお
いてエッジ３０６を作成することができる。限定ではなく、例として、（たとえば、ユー
ザのクライアント・システム１３０によってホストされているウェブ・ブラウザまたは専
用のアプリケーションを使用することなどによって）コンセプトプロフィール・ページを
閲覧しているユーザは、「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することにより、コ
ンセプト・ノード３０４によって表されているコンセプトを自分が気に入っているという
ことを示すことができ、その「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することは、ユ
ーザのクライアント・システム１３０に、そのコンセプトプロフィール・ページに関連付
けられているそのコンセプトをそのユーザが気に入っているということを示すメッセージ
をソーシャル・ネットワーキング・システム１１０へ送信させることができる。そのメッ
セージに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、そのユーザとコ
ンセプト・ノード３０４との間における「いいね！」エッジ３０６によって示されている
ように、そのユーザに関連付けられているユーザ・ノード３０２とコンセプト・ノード３
０４との間においてエッジ３０６を作成することができる。特定の実施形態においては、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、エッジ３０６を１つまたは複数のデ
ータ・ストア内に格納することができる。特定の実施形態においては、エッジ３０６は、
特定のユーザ・アクションに応答してソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に
よって自動的に形成されることが可能である。限定ではなく、例として、第１のユーザが
、画像をアップロードすること、映画を観ること、または曲を聴くことを行った場合には
、エッジ３０６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノード３０２と、それらのコンセプ
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トに対応するコンセプト・ノード３０４との間において形成されることが可能である。本
開示は、特定の様式で特定のエッジ３０６を形成することについて記述しているが、本開
示は、任意の適切な様式で任意の適切なエッジ３０６を形成することを想定している。
【００６５】
　特定の実施形態においては、広告は、テキスト（ＨＴＭＬリンクされる）、１つ以上の
イメージ（ＨＴＭＬリンクされる）、１つ以上のビデオ、オーディオ、１つ以上のアドビ
・フラッシュファイル、これらの適切な組み合わせ、あるいは１つ以上のウェブページ上
に、１通以上の電子メールに示される、あるいはユーザによって要求された検索結果に関
する任意の適切なデジタル形式の任意の他の適切な広告である。付加的に、あるいはこれ
に代えて、広告は、１つ以上のスポンサード・ストーリ（例えばソーシャル・ネットワー
キング・システム１１０上のニュース・フィードあるいはティッカー・アイテム）である
。スポンサード・ストーリは、ユーザによるソーシャル・アクションである（例えば、ペ
ージを「いいね！」し、ページで「いいね！」するかコメントし、ページに関連付けられ
たイベントに回答を促し（ＲＳＶＰｉｎｇ）、ページに投稿された質問に投票し、場所に
チェックインし、アプリケーションを使用するか、ゲームをプレイし、あるいはウェブサ
イトを「いいね！」するか共有する）。広告主は、例えば、ユーザのプロフィール・ペー
ジあるいは他のページの予め定められた領域内で示されたソーシャル・アクションを、広
告主に関連付けられた付加的な情報とともに示し、他のユーザのニュース・フィードやテ
ィッカー内で立体表示するか強調表示し、あるいは他の方法で促進することにより促進す
る。広告主はソーシャル・アクションを促進するために支払いをする。ソーシャル・アク
ションはソーシャル・ネットワーキング・システム１１０内で、あるいはそのシステム上
で促進される。付加的に、あるいはこれに代えて、ソーシャル・アクションは、適切な場
合ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０の外部で、あるいはこれから離れて促
進されてもよい。特定の実施形態においては、ページは、ストーリを共有するとともに人
々をつなぐことを促進するビジネス、組織、あるいは商標のオンラインの存在（ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１１０内の、あるいはシステムの外側のウェブページや
ウェブサイトなど）である。ページは、例えばアプリケーションを付加し、ストーリをポ
スティングし、イベントをホスティングすることによりカスタマイズされる。
【００６６】
　スポンサード・ストーリは、ユーザのニュース・フィードにおけるストーリから生成さ
れ、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０と関連付けられたウェブページを見
る際に、ユーザのウェブ・ブラウザの表示内の特定の領域に促進される。スポンサード・
ストーリは、ユーザによって見られる可能性が高い。この少なくとも部分的な理由として
、スポンサード・ストーリが通常ユーザの友達、ファン・ページや、他のつながりによる
交流や示唆を含むことが挙げられる。スポンサード・ストーリに関して、特定の実施形態
は、２０１１年１２月１５日に出願され、発明の名称が「オーガニック・アクティビティ
・ストリームからのスポンサード・ストーリ・ユニット生成」である米国特許出願第１３
／３２７５５７号明細書、２０１２年２月３日に米国特許出願第１３／０２０７４５号と
して出願され、発明の名称が「オーガニック・アクティビティ・ストリームからのスポン
サード・ストーリ・ユニット生成」である米国特許出願公開第２０１２／０２０３８３１
号明細書、あるいは２０１１年３月９日に米国特許出願第１３／０４４５０６号として出
願され、発明の名称が「スポンサード・ストーリのための承認申請」である米国特許出願
公開第２０１２／０２３３００９号明細書に開示される１つ以上のシステム、コンポーネ
ント、要素、機能、方法、作動、あるいは工程を利用する。これらの明細書は制限ではな
く例として、その全体がここに開示されたものとする。特定の実施形態においては、スポ
ンサード・ストーリは、２０１１年８月１８日に出願され、発明の名称が「スポンサード
・ストーリのためのコンピュータ・ビジョン・コンテンツ検知」である米国特許出願第１
３／２１２３５６号明細書に開示されるような、広告主への明示的なつながりを欠く、ア
ップロードされたイメージあるいは写真の製品を発見するためのコンピュータ・ビジョン
・アルゴリズムを利用する。明細書は限定ではなく例としてその全体がここに開示された
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ものとする。
【００６７】
　上述したように、広告は、テキスト（ＨＴＭＬリンク付けされる）、１つ以上の画像（
ＨＴＭＬリンク付けされる）、１つ以上のビデオ、オーディオ、１つ以上のアドビ・フラ
ッシュファイル、これらの適切な組み合わせ、あるいは任意の適切なデジタル形式におけ
る任意の他の適切な広告である。特定の実施形態においては、広告は、サードパーティ・
ウェブページ、ソーシャルネットワーキング・システム・ウェブ・ページ、あるいは他の
ページ内に表示されるように要求される。広告は、例えばページのトップのバナー領域に
、ページの側部の欄に、ページのＧＵＩに、ポップアップ・ウィンドウに、ページのコン
テンツのトップ上に、あるいはページに対する他の位置などの、ページの専用部分に表示
される。付加的に、あるいはこれに代えて、広告はアプリケーション、あるいはゲーム内
に表示されてもよい。広告は、専用ページ内に表示され、ユーザがページにアクセスする
かアプリケーションを利用するか、ゲームをプレイするに先だって、広告と対話するか広
告を見ることをユーザに要求する。ユーザは、例えばウェブ・ブラウザを介して広告を見
る。
【００６８】
　ユーザは任意の適切な方法で広告と対話する。ユーザは広告をクリックするか選択し、
広告は広告に関連付けられたページにユーザ（あるいはユーザによって使用されるブラウ
ザまたは他のアプリケーション）を案内する。広告に関連付けられたページでは、ユーザ
は、広告に関連付けられた製品やサービスの購入、広告に関連付けられた情報の受信、あ
るいは広告に関連付けられたニュースレターの購読などの付加的なアクションを行う。オ
ーディオまたはビデオを備えた広告は、広告のコンポーネント（「再生ボタン」のような
）を選択することにより再生される。特定の実施形態においては、広告は１つ以上のゲー
ムを含み、ユーザや他のアプリケーションは広告に関してプレイする。広告は広告におけ
る投票や質問に応答するための機能を含む。
【００６９】
　広告は、ユーザが対話するソーシャル・ネットワーキング・システムの機能を含む。例
えば、ユーザは広告によって「いいね！」を表明するか、あるいは支持に関連付けられた
アイコンやリンクを選択することにより、広告を支持することができる。同様に、ユーザ
は、広告に関連付けられたイベントを、別のユーザ（例えばソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０を介して）あるいはＲＳＶＰ（例えばソーシャル・ネットワーキング
・システム１１０を介して）と広告を共有する。付加的に、あるいはこれに代えて、広告
は、ユーザに向けられたソーシャルネットワーキング・システム・コンテキストを含んで
いてもよい。例えば、広告は、広告の主題に関連付けられたアクションを行った、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１１０内のユーザの友達に関する情報を表示する。
【００７０】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの機能やコンテキストは、任意の適切な方法
で広告に関連付けられる。例えば、広告システム（広告に対する試みを受け取るとともに
応答して広告を選択するためのハードウェア、ソフトウェア、あるいはその両者を含む）
は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０からソーシャル・ネットワーキング
機能あるいはコンテキストを検索し、ユーザに広告を供給する前に広告に検索されたソー
シャル・ネットワーキング機能やコンテキストを組み込む。広告を備えたソーシャル・ネ
ットワーキング・システム機能あるいはコンテキストを選択し提供する例は、２０１０年
１０月５日に米国特許出願第１２／８９８６６２号として出願され、発明の名称が「ソー
シャル支持へのオンライン広告の供給」である米国特許出願公開第２０１２／００８４１
６０号明細書、および２０１１年３月８日に米国特許出願第１３／０４３４２４号として
出願され、発明の名称が「閲覧ユーザ広告を表示するためのソーシャル支持情報の選択」
である米国特許出願公開第２０１２／０２３２９９８号明細書に開示され、これらは限定
ではなく例としてその全体がここに開示されたものとする。ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム機能あるいはコンテキストに関連付けられる広告と対話することにより、交
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流に関する情報が、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０のユーザのプロフィ
ール・ページに表示される。
【００７１】
　特定の実施形態は、広告がより関連するかより有用であると分かる可能性が高い、ユー
ザへの広告の配布を促進する。例えば、広告主は、広告がより関連するかより有用である
と分かる可能性が高いユーザを識別し対象とすることにより、より高いコンバージョンレ
ート（およびこれによる広告からのより高い投資効率（ＲＯＩ））が得られる。広告主は
、それらのユーザを識別するためにソーシャル・ネットワーキング・システム１１０にお
けるユーザ・プロフィール情報を使用する。付加的に、あるいはこれに代えて、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１１０が、広告主のためにそれらのユーザを識別するべ
くソーシャル・ネットワーキング・システム１１０におけるユーザ・プロフィール情報を
使用してもよい。限定ではなく、例として、特定の実施形態は、イベントの招待あるいは
提案、クーポン、取引、あるいはウィッシュ・リストアイテムに関する提案、友達のライ
フイベントに関する提案、グループに関する提案、広告、あるいは社会広告を備えるユー
ザを対象とする。そのように対象とすることは、場合に応じて、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１１０上で、あるいはそのシステム内で、あるいはソーシャル・ネット
ワーキング・システム１１０から離れて、あるいはそのシステムの外部で、あるいはユー
ザのモバイル・コンピューティング・デバイス上で行われる。ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０上で、あるいはそのシステム内では、そのように対象とすることは
、ユーザのニュース・フィード、検索結果、電子メール受信箱あるいは他の受信箱、通知
チャンネルに向けられるか、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０のウェブペ
ージの特定の領域、例えば、コンシェルジュやグループ・メンバー領域のウェブページ（
同じコンセプト、ノード、あるいはオブジェクトに関連付けられた、右側レールの広告に
沿ったグループ）、あるいは、ネットワーク分身領域（ユーザがウェブページ上の何を閲
覧しているか、およびユーザの現在のニュース・フィードに基づく）に現れる。ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１１０から離れ、あるいはシステムの外部の場合、その
ように対象とすることは、サードパーティ・ウェブサイトを通して提供され、例えば、広
告交換あるいはソーシャル・プラグ・インを含む。ユーザのモバイル・コンピューティン
グ・デバイス上の場合、そのように対象とすることは、モバイル・コンピューティング・
デバイスにプッシュ通知によって提供される。
【００７２】
　ユーザを識別し対象とすることに使用される対象の基準は、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０上の明示的なユーザの関心、あるいはソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０上のノード、オブジェクト、エンティティ、商標、あるいはページに
対するユーザの明示的なつながりを含む。付加的に、あるいはこれに代えて、そのような
対象の基準は、暗黙、あるいは推論されるユーザの関心やつながりを含む（ユーザの履歴
、人口学的アクティビティ、ソーシャル・アクティビティ、あるいは他のアクティビティ
、友達のソーシャル・アクティビティや他のアクティビティ、購読、あるいはユーザに類
似する他のユーザの上記のうち任意のもの（例えば、共有される関心、つながりやイベン
トに基づく）を分析することを含む）。特定の実施形態はプラットフォームを対象とする
ことを利用し、これはプラットフォームおよび「いいね！」の印象データ、文脈上の信号
（例えば、「ＣＯＣＡ－ＣＯＬＡのページを誰が今見ているか、あるいは、最近見たか。
」）、軽いつながり（例えば「チェックイン」）、接続類似性、ファン、抽出されたキー
ワード、ＥＭＵ広告、推論される広告、係数、親密度、あるいは他のソーシャル・グラフ
の情報、友達の友達のつながり、ピンで留めや応援、取引、投票、家計収入、ソーシャル
・クラスタやグループ、イメージあるいは他のメディアに検知された製品、ソーシャル・
グラフあるいはオープン・グラフ・エッジ・タイプ、地理予測、プロフィールまたはペー
ジのビュー、ステータス更新あるいは他のユーザによる投稿（この分析は自然言語処理あ
るいはキーワード抽出を含む）、イベント情報、あるいはコラボラティブ・フィルタリン
グを含む。場合に応じて、ユーザを識別し対象とすることはさらにプライバシー設定（ユ
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ーザ・オプトアウトなど）、データ・ハッシング、あるいはデータ変名化を含む。
【００７３】
　広告によりユーザを対象とするために、特定の実施形態は、２００８年８月１８日に米
国特許出願第１２／１９３７０２号として出願され、発明の名称が「ソーシャルネットワ
ーキング・ウェブサイト上の社会広告および他の情報メッセージ並びにこれらの広告モデ
ル」である米国特許出願公開第２００９／０１１９１６７号明細書、２００８年８月２０
日に米国特許出願第１２／１９５３２１号として出願され発明の名称が「ソーシャル・ネ
ットワークにおける対象とする広告」である米国特許出願公開第２００９／００７０２１
９号明細書、２０１０年１２月１５日に米国特許出願第１２／９６８７８６号として出願
され発明の名称が「広告に関連付けられたオブジェクトと対話したユーザの友達を対象と
するソーシャル広告」である米国特許出願公開第２０１２／０１５８５０１号明細書、あ
るいは２０１０年１２月２３日に米国特許出願第１２／９７８２６５号として出願され発
明の名称が「ソーシャル・ネットワーキング・システムにおける文脈に関連する親密度予
測」である米国特許出願公開第２０１２／０１６６５３２号明細書に開示される１つ以上
のシステム、コンポーネント、要素、機能、方法、作動、あるいは工程を利用する。これ
らの明細書はすべて限定ではなく、例としてその全体がここに開示されたものとする。
【００７４】
　広告は、ウェブ・ブラウザあるいは他のアプリケーションのためのプラグイン、フレー
ム要素、ニュース・フィード、ティッカー、通知（例えば、電子メール、ショート・メッ
セージ・サービス（ＳＭＳ）メッセージ、あるいは通知を含む）、あるいは他の手段を使
用して、提示乃至配布される。広告は、ユーザのモバイルまたは他のコンピューティング
・デバイス上でユーザに提示乃至配布される。広告の配布に関して、特定の実施形態は、
２０１０年１２月１５日に米国特許出願第１２／９６９３６８号として出願され発明の名
称が「サードパーティ・システム用のコメント・プラグ・イン」である米国特許出願公開
第２０１２／０１５９６３５号明細書、２０１０年１２月１５日に米国特許出願第１２／
９６９４０８号として出願され発明の名称が「コメント・オーダリング・システム」であ
る米国特許出願公開第２０１２／０１５８７５３号明細書、２００６年８月１１日に米国
特許出願第１１／５０３２４２号として出願され発明の名称が「ソーシャル・ネットワー
クのユーザに関するニュース・フィードの動的提供」である米国特許第７６６９１２３号
明細書、２００６年８月１１日に米国特許出願第１１／５０３０９３号として出願され発
明の名称が「ソーシャル・ネットワーク環境におけるユーザ親密度に基づくニュース・フ
ィードの提供」である米国特許出願公開第２００８／００４０４７５号明細書、２０１０
年９月１６日に米国特許出願第１２／８８４０１０号として出願され発明の名称が「ニュ
ース・フィードのためのアクションのクラスタリング」である米国特許出願公開第２０１
２／００７２４２８号明細書、２００９年７月１日に米国特許出願第１２／４９６６０６
号明細書として出願され発明の名称が「ソーシャルネットワーキング・サービスにおける
つながりに関する情報収集」である米国特許出願公開第２００１／０００４６９２号明細
書、２００６年９月１２日に米国特許出願第１１／５３１１５４号として出願され発明の
名称が「オンライン・ソーシャル・ネットワークにおけるユーザ・コンテンツに対する変
更を追跡する方法およびシステム」である米国特許出願公開第２００８／００６５７０１
号明細書、２００７年１月１７日に米国特許出願第１１／６２４０８８号として出願され
発明の名称が「外部ソースからのオンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザのペー
ジのランディングに対する更新供給」である米国特許出願公開第２００８／００６５６０
４号明細書、２０１０年４月１９日に米国特許出願第１２／７６３１７１号として出願さ
れ発明の名称が「統合ソーシャル・ネットワーク環境」である米国特許第８２４４８４８
号明細書、２００９年１０月６日に米国特許出願第１２／５７４６１４号として出願され
発明の名称が「ソーシャルネットワーキング・サービスにおける位置ベースのコンテンツ
・アイテムの共有」である米国特許出願公開第２０１１／００８３１０１号明細書、２０
１０年８月１８日に米国特許出願第１２／８５８７１８号として出願され発明の名称が「
ソーシャル・グラフ情報を使用したロケーションのランク付け」である米国特許第８１５
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０８４４号明細書、２０１１年３月１８日に出願され発明の名称が「ユーザの通知寛容度
に基づいたユーザへの通知の送信」である米国特許出願第１３／０５１２８６号明細書、
２０１１年４月２８日に出願され発明の名称が「ユーザ装置にプッシュされる通知の管理
」である米国特許出願第１３／０９６１８４号明細書、２０１１年１０月１８日に出願さ
れ発明の名称が「プラットフォームに特有の通知配布チャンネル」である米国特許出願第
１３／２７６２４８号明細書、あるいは２０１１年２月１日に米国特許出願第１３／０１
９０６１号として出願され発明の名称が「ゲオ・ソーシャルネットワーキング・システム
用のソーシャル・コンポーネントを備えたモバイルの広告」である米国特許出願公開第２
０１２／０１９７７０９号明細書に開示される１つ以上のシステム、コンポーネント、要
素、機能、方法、オペレーションあるいは下記に示された工程を利用してもよい。それは
すべて限定ではなく、例として参照によってここに組込まれる。本開示は特定の方法で、
特定のコンテンツに関して配布される特定の広告について記述し例示するが、本開示にお
いては、任意の適切な方法で、任意の適切なコンテンツに関して配布される任意の適切な
広告が考えられる。
【００７５】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、互い
に対する様々なソーシャル・グラフ・エンティティのソーシャル・グラフの親密度（以下
「親密度」と呼ぶ）を決定する。親密度は、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関
連付けられる特定のオブジェクト間の関係または関心のレベルの強さを示し、オブジェク
トは例えばユーザ、コンセプト、コンテンツ、アクション、広告、オンライン・ソーシャ
ル・ネットワークに関連付けられる他のオブジェクト、あるいはその任意の適切な組み合
わせなどである。各ユーザ、主題や、コンテンツのタイプにおけるソーシャル・グラフの
エンティティの全体的な親密度が確立される。全体的な親密度は、ソーシャル・グラフの
エンティティに関連付けられるアクションや関係の継続的なモニタリングに基づいて変化
する。本開示は、特定の方法で特定の親密度を決定することを記述するが、本開示におい
ては、任意の適切な方法で任意の適切な親密度を決定することが考えられる。
【００７６】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は親密度
係数（以下「係数」と呼ぶ）を使用して、ソーシャル・グラフの親密度を測定乃至定量す
る。係数は、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられた特定のオブジェク
ト間の関係の強さを示すか定量する。係数は、ユーザがユーザのアクションにおける関心
に基づいて特定のアクションを行う確率または予測される確率を測定する機能をさらに示
す。このように、ユーザの将来のアクションはユーザの先のアクションに基づいて予想さ
れ、係数は、ユーザのアクションの履歴に少なくとも一部基づいて計算される。係数は任
意の数のアクションを予想することに使用され、これは、オンライン・ソーシャル・ネッ
トワーク内、あるいはそのネットワークの外部である。限定ではなく、例として、これら
のアクションは、メッセージ送信、投稿内容、あるいは内容に関するコメントなどの様々
なタイプのコミュニケーション、プロフィール・ページ、メディア、あるいは好適なコン
テンツにアクセスしたり、見るなどの様々なタイプの観察アクション、同じグループ内、
同じ写真でのタグ付け、同じロケーションでのチェックイン、あるいは同じイベントへの
参加などの２つ以上のソーシャル・グラフのエンティティに関する様々なタイプの一致情
報、あるいは他の適切なアクションを含む。本開示は、特定の方法で親密度を測定するこ
とを記述するが、本開示においては、任意の適切な方法で親密度を測定することが考えら
れる。
【００７７】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、係数
を計算するための様々な要因を使用する。これらの要因は例えば、ユーザ・アクション、
オブジェクト間の関係のタイプ、位置情報、他の適切な要因、あるいはこれらの任意の組
み合わせを含む。特定の実施形態においては、係数を計算する場合、異なる要因が異なっ
て重み付けされる。各要因のウェイトは固定であるか、あるいはウェイトは、例えばユー



(29) JP 2018-503278 A 2018.2.1

10

20

30

40

50

ザ、関係のタイプ、アクションのタイプ、ユーザの位置などによって変化する。ユーザの
ための全体的な係数を決定するために、要因における格付けは、それらのウェイトに応じ
て組み合わされる。限定ではなく、例として、特定のユーザ・アクションは格付けとウェ
イトの両者を割り当てられ、特定のユーザ・アクションに関連付けられた関係は、格付け
および関連するウェイト（例えば、これによりウェイトは１００％になる）を割り当てら
れる。特定のオブジェクトへのユーザの係数を計算するために、ユーザのアクションに割
り当てられた格付けは、例えば、全体的な係数の６０％からなり、ユーザとオブジェクト
との間の関係は、全体的な係数の４０％からなる。特定の実施形態において、ソーシャル
・ネットワーキング・システム１１０は、係数を計算するために様々な要因のウェイトを
決定する際に様々な変数を考慮する。例えば、情報がアクセスされてからの時間、減衰要
因、アクセスの頻度、情報に対する関係あるいは情報がアクセスされたオブジェクトに対
する関係、オブジェクトにつながるソーシャル・グラフのエンティティとの関係、ユーザ
・アクションの短期的または長期的な平均、ユーザ・フィードバック、他の適切な変数、
あるいはこれらの任意の組み合わせなどである。限定ではなく、例として、係数は、特定
のアクションによって得られる信号の強さを時間とともに減衰させる減衰要因を含み、こ
れにより係数を計算する際に、より最近のアクションがより関連する。格付けおよびウェ
イトは、係数が基礎とするアクションの継続的な追跡に基づいて常に更新される。任意の
タイプのプロセスやアルゴリズムが、各要因の格付けおよび要因に割り当てられるウェイ
トを割り当て、組み合わせ、平均するなどに使用される。特定の実施形態においては、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、履歴上のアクション、および過去のユ
ーザ応答に向けられる機械学習アルゴリズム、あるいは様々な選択肢にさらされるととも
に応答を測定することによってユーザから得られるデータを使用して、係数を決定する。
本開示は、特定の方法で係数を計算することを記述するが、本開示においては、任意の適
切な方法で係数を計算することが考えられる。
【００７８】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ユー
ザのアクションに基づいて係数を計算する。ソーシャル・ネットワーキング・システム１
１０は、オンライン・ソーシャル・ネットワーク上、サードパーティ・システム１７０上
、他の適切なシステム上、あるいはこれらの任意の組み合わせ上のアクションをモニタす
る。任意の適切なタイプのユーザ・アクションは追跡され、モニタされる。例示的なユー
ザ・アクションは、プロフィール・ページを見ること、コンテンツの形成または投稿、コ
ンテンツとの対話、画像へのタグ付けまたは画像にタグ付けしている状態、グループ連結
、イベントにおけるリスト作成および参加確認、ロケーションでのチェックイン、特定の
ページのリンク貼り、ページ形成、およびソーシャル・アクションを促進する他のタスク
を含む。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は
、特定のタイプのコンテンツでのユーザのアクションに基づいて係数を計算する。コンテ
ンツはオンライン・ソーシャル・ネットワーク、サードパーティ・システム１７０、ある
いは別の適切なシステムに関連付けられる。コンテンツは、ユーザ、プロフィール・ペー
ジ、ポスト、ニュース記事、ヘッドライン、インスタント・メッセージ、チャット・ルー
ム会話、電子メール、広告、画像、ビデオ、音楽、他の適切なオブジェクト、あるいはこ
れらの任意の組み合わせを含む。ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、１
つ以上のアクションが主題、コンテンツ、他のユーザなどへの親密度を示すかどうか判断
するためにユーザのアクションを分析する。限定ではなく、例として、ユーザが「コーヒ
ー」やその変形に関連してコンテンツを頻繁に投稿する場合、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０は、ユーザが概念「コーヒー」に対して高い係数を有すると判断す
る。特定のアクションあるいはアクションのタイプは、他のアクションよりも高いウェイ
トおよび／または格付けを割り当て、これは全体的な計算された係数に影響する。限定で
はなく、例として、第１のユーザが第２のユーザに電子メールを送る場合、アクションの
ウェイトや格付けは、第１のユーザが第２のユーザのユーザ・プロフィール・ページを単
に見る場合よりも高い。
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【００７９】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、特定
のオブジェクト間の関係のタイプに基づいて係数を計算する。ソーシャル・グラフ３００
を参照して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、係数を計算する際に特
定のユーザ・ノード３０２およびコンセプト・ノード３０４をつなぐエッジ３０６の数お
よび／またはタイプを分析する。限定ではなく、例として、配偶者タイプのエッジ（２人
のユーザが結婚していることを示す）によってつなげられるユーザ・ノード３０２は、友
達タイプのエッジによってつなげられるユーザ・ノード３０２よりも高い係数を割り当て
られる。すなわち、特定のユーザにおけるアクションおよび関係に割り当てられるウェイ
トに応じて、全体的な親密度は、ユーザの友達に関するコンテンツにおけるよりもユーザ
の配偶者に関するコンテンツにおいてより高いと判断される。特定の実施形態においては
、ユーザが別のオブジェクトと有する関係は、そのオブジェクトの係数の計算に関して、
ユーザのアクションのウェイトおよび／または格付けに影響する。限定ではなく、例とし
て、ユーザが第１の写真においてタグ付けされるが、単に第２の写真をいいね！の表明を
する場合、コンテンツでタグ付けタイプの関係を有することは、コンテンツでいいね！タ
イプの関係を有するよりも高いウェイトおよび／または格付けを割り当てられるため、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ユーザが第２の写真よりも第１の写真
に対してより高い係数を有すると判断する。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１１０は、特定のオブジェクトで１人以上の第２のユーザが有
する関係に基づいて第１のユーザの係数を計算する。すなわち、他のユーザがオブジェク
トで有するつながりおよび係数は、第１のユーザのオブジェクトの係数に影響する。限定
ではなく、例として、第１のユーザが１人以上の第２のユーザにつながるか高い係数を有
し、それらの第２のユーザが特定のオブジェクトにつながるか高い係数を有する場合、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、第１のユーザが特定のオブジェクトに
比較的高い係数をさらに有すると判断する。特定の実施形態においては、係数は特定のオ
ブジェクト間の隔たりの次数に基づく。より低い係数は、第１のユーザが、ソーシャル・
グラフ３００における第１のユーザに間接的につながるユーザのコンテンツ・オブジェク
トへの関心を共有する可能性が低減されることを示す。限定ではなく、例として、ソーシ
ャル・グラフ３００においてより近い（つまり、より小次の隔たり）ソーシャル・グラフ
のエンティティは、ソーシャル・グラフ３００においてさらに離間したエンティティより
も高い係数を有する。
【００８０】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、位置
情報に基づいて係数を計算する。地理的に互いに近いオブジェクトは、互いにより離れた
オブジェクトよりもより関連付けられるか、より高い関心を有するものと考えられる。特
定の実施形態においては、特定のオブジェクトへのユーザの係数は、ユーザ（あるいはユ
ーザのクライアント・システム１３０の位置）に関連付けられる現在位置へのオブジェク
トの位置の接近に基づく。第１のユーザは、第１のユーザに近接する他のユーザやコンセ
プトにより関心を有する。限定ではなく、例として、ユーザが空港から１マイル（約１．
６キロメートル）かつガソリン・スタンドから２マイル（約３．２キロメートル）にいる
場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ユーザに対する空港の近接に
基づき、ユーザがガソリン・スタンドよりも空港により高い係数を有すると判断する。
【００８１】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は係数情
報に基づいてユーザに対して特定のアクションを実行する。係数は、ユーザがユーザのア
クションへの関心に基づいて特定のアクションを実行するかどうかを予想するために使用
される。広告、検索結果、ニュース記事、メディア、メッセージ、通知、あるいは他の適
切なオブジェクトなどのユーザへの任意のタイプのオブジェクトを生成するか提示する際
に、係数が使用される。場合に応じて係数は、そのようなオブジェクトをランク付け、お
よび順序づけするためにも利用される。このように、ソーシャル・ネットワーキング・シ
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ステム１１０は、ユーザの関心および現在の状況に関連する情報を提供し、関心のあるそ
のような情報を見つける確率を上げる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１１０は、係数情報に基づいてコンテンツを生成する。コンテンツ
・オブジェクトはユーザに特有の係数に基づいて、提供乃至選択される。限定ではなく、
例として、係数はユーザのためにメディアを生成することに使用され、ユーザは、ユーザ
がメディア・オブジェクトに対して高い全体的な係数を有するメディアを提供される。限
定ではなく、別例として、係数はユーザのために広告を生成することに使用され、ユーザ
は、ユーザが広告されるオブジェクトに対して高い全体的な係数を有する広告を提供され
る。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、係
数情報に基づいて検索結果を生成する。特定のユーザのための検索結果は、クエリ・ユー
ザに対する検索結果に関連付けられた係数に基づいて、スコア付け乃至ランク付けされる
。限定ではなく、例として、より高い係数を備えたオブジェクトに対応する検索結果は、
より低い係数を有するオブジェクトに対応する結果よりも検索結果ページに、より高くラ
ンク付けされる。
【００８２】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、特定
のシステムかプロセスからの係数のリクエストに応じて係数を計算する。ユーザが所与の
状況で取る可能性の高いアクション（あるいは主題である）を予想するために、任意のプ
ロセスが、ユーザのための計算された係数をリクエストする。リクエストは、係数を計算
するために使用される様々な要因に使用する１組のウェイトを含む。このリクエストは、
オンライン・ソーシャル・ネットワーク上で実行されるプロセスに、サードパーティ・シ
ステム１７０（例えばＡＰＩあるいは他の通信チャンネルを介した）に、あるいは別の適
切なシステムに由来する。リクエストに応じて、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１１０は係数を計算する（あるいは以前に計算され格納されている場合、係数情報にア
クセスする）。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
１０は、特定のプロセスに関して親密度を測定する。異なるプロセス（オンライン・ソー
シャル・ネットワーク内部・外部の両者）は、特定のオブジェクトあるいはオブジェクト
の組の係数をリクエストする。ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、親密
度の基準をリクエストした特定のプロセスに関連する親密度の基準を提供する。このよう
に、プロセスはそれぞれ、プロセスが親密度の基準を使用する、異なるコンテキストに適
合する親密度の基準を受け取る。
【００８３】
　特定の実施形態において、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、ユーザ
のペアの社会的親密度スコアに基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１
０に対して接続された２つの異なるネットワーク要素の集合的な社会的親密度スコアを計
算し得る。ここで、各ペア内のユーザのうちの１人は、ネットワーク要素のうちの１つに
対して接続され、各ペア内のユーザのうちの他の１人は、他のネットワーク要素に対して
接続される。特定の実施形態において、ユーザの各ペア間のソーシャル・グラフ関係性に
関する社会的親密度スコアは、ソーシャル・ネットワーキング・システムによって決定さ
れ、かつソーシャル・ネットワーキング・システムから取得され（またはソーシャル・ネ
ットワーキング・システムによって提供され）得る。集合的な社会的親密度スコアは、ユ
ーザの各ペアの社会的親密度スコアの単純な平均値として、または重み付けされた平均値
として計算され得る。また、集合的な社会的親密度スコアは、定期的に再計算されてもよ
く、集合的な社会的親密度スコアが計算された２つのネットワーク要素のうちの１つにユ
ーザのクライアント・システムが接続するたびに、もしくはこれらのうちの１つから切断
するたびに再計算されてもよく、または、ソーシャル・ネットワーキング・システムが、
（例えば、その社会的親密度スコアが、特定された量よりも多く変更された関係性に関し
て）更新された社会的親密度スコア情報を送出する場合に再計算されてもよい。特定の実
施形態において、集合的な社会的親密度スコアの計算は、特定のユーザ・ペア（例えば、
ユーザのうちの少なくとも１人が、より高い品質のサービスに対して支払いをした「プレ



(32) JP 2018-503278 A 2018.2.1

10

20

30

40

50

ミアム・ユーザ」と見なされるユーザ・ペア、または、ユーザのうちの少なくとも１人が
、ソーシャル・ネットワーキング・システム上の通常のアクティビティの最小閾値を超え
るユーザ・ペア）の社会的親密度スコアのみを考慮してもよい。
【００８４】
　例えば、図２Ｂに示されるように、ネットワーク要素のペアは、ルータ１４０Ａと、セ
ル・タワー基地局１４０Ｂとを含み得る。セル・タワー基地局１４０Ａおよびルータ１４
０Ｂの集合的な社会的親密度スコアは、２つのネットワーク要素によってサービス提供さ
れているユーザのペアの社会的親密度スコアに基づいて決定され得る。具体的には、集合
的な社会的親密度スコアの計算は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０によ
って、ネットワーク要素によって（例えば、セル・タワー基地局１４０Ａおよび／もしく
はルータ１４０Ｂにおいて）、サードパーティ・システム２６０によって、または、計算
を行うことが可能な任意の他の適切な中間要素において行われ得る。また、集合的な社会
的親密度スコアは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に関与するアクティ
ビティに基づいて計算されてもよく、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０に
は関与しないが、それでもなおネットワーク要素を使用するユーザ・アクティビティ（例
えば、例として、電子メール、ＳＭＳ、ＭＭＳ等のメッセージの送信および受信）にも基
づいて計算されてもよい。
【００８５】
　特定の実施形態において、ネットワーク要素１４０とクライアント・システム１６０と
の間の接続が確立されると、ネットワーク要素１４０は、限定ではなく例として、新たに
接続されたクライアント・システム１６０に関連付けられたユーザのソーシャル・ネット
ワーキング・ユーザ識別子、ユーザの各ソーシャル・グラフのつながりに関するソーシャ
ル・ネットワーキング・ユーザ識別子およびユーザとソーシャル・グラフのつながりとの
間の関係性に関する社会的親密度スコア、ユーザのソーシャル・グラフのつながりのクラ
イアント・システムの識別子、ならびに他の関連する情報およびメタデータ（例えば、ユ
ーザのペア内の各ユーザのクライアント・システムが、そのそれぞれのネットワーク要素
に対していつ接続したかを示すタイムスタンプ情報）などの情報のログを取り得る。
【００８６】
　重み付けされた平均値として計算される場合、集合的な社会的親密度スコアは、ユーザ
・アクション、ユーザ／オブジェクト間の関係のタイプ、位置情報、データ・サイズおよ
び／もしくはユーザ間のデータ送信の頻度、または他の適切な要因を含む、様々な要因に
基づく重みを使用して決定され得る。
【００８７】
　上で述べたように、集合的な社会的親密度スコアは、再計算される場合に、経時的に変
化し得る。例えば、特定のセル・タワーがビジネス街に存在する場合、日中に、このセル
・タワーによってサービス提供されるユーザは、この地域の商業的ビジネスの従業員また
は顧客であり得る。日中の、そのタワーへの呼、通信、および／またはアップロードされ
たコンテンツは、ビジネス向け（例えば、他のビジネス地区内の他のセル・タワー向け）
であり得、他のビジネス地区のセル・タワーに関する集合的な社会的親密度スコアは、よ
り大きくなり得る。夜間には、ユーザ基盤が、同じ地域内のバー、レストラン、および他
の同様の施設の従業員または顧客に変化し得る。これは、特定のセル・タワーに接続し、
異なるネットワーク要素と（例えば、住宅地域内のルータと）通信する異なるユーザ基盤
をもたらし得る。したがって、これらの異なるネットワーク要素に関する集合的な社会的
親密度スコアが増加し得、一方で、他のビジネス地区内の他のセル・タワー基地局に関す
る集合的な社会的親密度スコアは減少し得る。
【００８８】
　一定の期間にわたる集合的な社会的親密度スコアにおける任意の潜在的な変化を考慮す
るために、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、一貫した間隔で（例えば
、５分ごとに、毎時等）ネットワーク要素をポーリングし得る。他の実施形態において、
ネットワーク要素は、新たなユーザのクライアント・システムとの接続が確立された場合
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に、新たなユーザを検出し得、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０から新た
なユーザのソーシャル・グラフ・データ（ソーシャル・グラフ内の他のユーザとの新たな
ユーザの関係性に関する社会的親密度スコアを含む）を要求し、取得されたソーシャル・
グラフ・データを使用して、それらの集合的な社会的親密度スコアを更新し得る。そのた
め、集合的な社会的親密度スコアは、定期的にかつ継続的に再計算され得る。
【００８９】
　ソーシャル・グラフ親密度および親密度係数に関連して、特定の実施形態は、２００６
年８月１１日に出願された米国特許出願第１１／５０３０９３号、２０１０年１２月２２
日に出願された米国特許出願第１２／９７７０２７号、２０１０年１２月２３日に出願さ
れた米国特許出願第１２／９７８２６５号、および２０１２年１０月１日に出願された米
国特許出願第１３／６３２８６９号において開示された、１つまたは複数のシステム、構
成要素、要素、機能、方法、動作、または工程を利用してもよく、これらの米国特許出願
の各々は、本願明細書に援用する。
【００９０】
　特定の実施形態において、オンライン・ソーシャル・ネットワークのコンテンツ・オブ
ジェクトのうちの１つまたは複数は、プライバシー設定に関連付けられ得る。オブジェク
トについてのプライバシー設定（または「アクセス設定」）は、任意の適切な手法で、例
えば、オブジェクトに関連付けて、認証サーバ上のインデックスにおいて、別の適切な手
法で、または、これらの任意の組み合わせなどで記憶され得る。オブジェクトのプライバ
シー設定は、オンライン・ソーシャル・ネットワークを使用して、どのようにオブジェク
ト（またはオブジェクトに関連付けられた特定の情報）がアクセスされ（例えば、見られ
、または共有され）得るかを特定し得る。オブジェクトについてのプライバシー設定が、
特定のユーザがそのオブジェクトにアクセスすることを可能にする場合、オブジェクトは
、そのユーザに関して「見える」ものとして説明され得る。限定ではなく例として、オン
ライン・ソーシャル・ネットワークのユーザは、ユーザ・プロフィール・ページ上の職歴
情報にアクセスし得るユーザのセットを識別する、ユーザ・プロフィール・ページに関す
るプライバシー設定を特定し、したがって、他のユーザがその情報にアクセスすることを
排除し得る。特定の実施形態において、プライバシー設定は、オブジェクトに関連付けら
れた一定の情報にアクセスすることが許容されるべきではないユーザの「ブロック・リス
ト」を特定し得る。言い換えれば、ブロック・リストは、オブジェクトを見ることができ
ない、１人または複数のユーザまたはエンティティを特定し得る。限定ではなく例として
、ユーザは、ユーザに関連付けられた写真アルバムにアクセスし得ないユーザのセットを
特定し、したがって、それらのユーザが写真アルバムにアクセスすることを排除し得る（
一方で、ユーザのセット内にはない一定のユーザが、写真アルバムにアクセスすること許
容する可能性もある）。特定の実施形態において、プライバシー設定は、特定のソーシャ
ル・グラフ要素に関連付けられ得る。ノードまたはエッジなどのソーシャル・グラフ要素
のプライバシー設定は、どのようにソーシャル・グラフ要素、ソーシャル・グラフ要素に
関連付けられた情報、またはソーシャル・グラフ要素に関連付けられたコンテンツ・オブ
ジェクトがオンライン・ソーシャル・ネットワークを使用してアクセスされ得るかを特定
し得る。限定ではなく例として、特定の写真に対応する特定のコンセプト・ノード２０４
は、この写真にタグ付けされたユーザおよびユーザの友達のみによって、この写真がアク
セスされ得ることを特定するプライバシー設定を有してもよい。特定の実施形態において
、プライバシー設定は、ユーザのアクションがソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０によってログを取られること、または他のシステム（例えば、サードパーティ・シ
ステム１７０）と共有されることをユーザがオプト・インまたはオプト・アウトすること
を可能にし得る。特定の実施形態において、オブジェクトに関連付けられたプライバシー
設定は、許可されるアクセスまたはアクセスの拒否の任意の適切な粒度を特定し得る。限
定ではなく例として、アクセスまたはアクセスの拒否は、特定のユーザ（例えば、自分の
み、自分のルームメイト、および自分の上司）、特定の分離度内のユーザ（例えば、友達
、もしくは友達の友達）、ユーザ・グループ（例えば、ゲーム・クラブ、私の家族）、ユ
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ーザ・ネットワーク（例えば、特定の雇用主の従業員、特定の大学の学生もしくは卒業生
）、全てのユーザ（「公開」）、ユーザなし（「プライベート」）、サードパーティ・シ
ステム１７０のユーザ、特定のアプリケーション（例えば、サードパーティ・アプリケー
ション、外部ウェブサイト）、他の適切なユーザもしくはエンティティ、または、これら
の任意の組み合わせについて特定されてもよい。本開示は、特定のプライバシー設定を特
定の手法で使用することを説明するが、本開示は、任意の適切なプライバシー設定を任意
の適切な手法で使用することを想定する。
【００９１】
　特定の実施形態において、１つまたは複数サーバ１６２は、プライバシー設定を強化す
るための認証サーバ／プライバシー・サーバであり得る。データ・ストア１６４において
記憶された特定のオブジェクトに対する、ユーザ（または他のエンティティ）からの要求
に応じて、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、オブジェクトに対する要
求をデータ・ストア１６４に対して送信し得る。要求は、要求に関連付けられたユーザを
識別し得、オブジェクトに関連付けられたプライバシー設定に基づいて、ユーザがオブジ
ェクトにアクセスすることを認証されていると認証サーバが決定した場合にのみ、ユーザ
（またはユーザのクライアント・システム１３０）へ送信され得る。要求元のユーザが、
オブジェクトにアクセスすることを認証されない場合、認証サーバは、要求されたオブジ
ェクトがデータ・ストア１６４から取得されることを防止し、または、要求されたオブジ
ェクトがユーザへ送信されることを防止し得る。検索クエリのコンテキストにおいて、オ
ブジェクトは、クエリを行うユーザがオブジェクトにアクセスすることを認証される場合
にのみ、検索結果として生成され得る。言い換えれば、オブジェクトは、クエリを行うユ
ーザに見える可視性を有しなければならない。オブジェクトが、ユーザに見えない可視性
を有する場合、オブジェクトは、検索結果から排除され得る。本開示は、プライバシー設
定を特定の手法で強化することを説明するが、本開示は、プライバシー設定を任意の適切
な手法で強化することを想定する。
【００９２】
　図４は、ネットワーク要素のペアの集合的な社会的親密度スコアを計算および利用する
ための例示的な方法４００を示す。例示的な方法４００は、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０によって、ネットワーク要素によって、サードパーティ・システム２
６０によって、または計算を行うことが可能な任意の中間要素によって行われ得る。本方
法は、そのクライアント・システムが第１のネットワーク要素に対して接続される、ソー
シャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザが識別される工程
４１０において開始し得る。例えば、これらの第１のユーザは、リアルタイムで識別され
てもよく、または、ユーザのリストが、所定の位置（例えば、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１１０に関連付けられたメモリもしくはデータ、特定のネットワーク要素
、もしくは他の適切なストレージ位置）から取得されてもよい。
【００９３】
　工程４２０において、ユーザの関係性に関する社会的親密度スコアを含む、ソーシャル
・グラフ情報が、１人または複数の第１のユーザの各々について取得され得る。例えば、
このソーシャル・グラフ情報は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０から取
得されてもよい。工程４３０において、ネットワーク要素のペアが、取得されたソーシャ
ル・グラフ情報に基づいて識別され得る。工程４４０において、集合的な社会的親密度ス
コアが、ネットワーク要素の各ペアについて計算され得る。集合的な社会的親密度スコア
は、１人または複数の第１のユーザと１人または複数の第２のユーザとの間のソーシャル
・グラフ関係性に関する社会的親密度スコアに少なくとも部分的に基づいて計算され得る
。最後に、工程４５０において、データの送信が、最小閾値を超える集合的な社会的親密
度スコアを有するネットワーク要素のペア内のネットワーク要素によって受信される場合
、このペア内の他方のネットワーク要素がデータを受信する際の待ち時間を低減するため
のアクションを積極的に行う。各ペア内の両方のネットワーク要素が、何らかの種類の積
極的なアクションを取り得る。接続されたクライアント・システムからデータ送信を最初
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に受信するネットワーク要素は、ペア内の他方のネットワーク要素に対して通知を送って
もよく、この他方のネットワーク要素は、次に、データ送信もしくはその一部をプリフェ
ッチし、またはデータ送信に関連した需要の増加に備えてリソースを割り当ててもよい。
【００９４】
　特定の実施形態は、適当な場合には、図４の方法の１つまたは複数の工程を繰り返して
もよい。本開示は、図４の方法の特定の工程が特定の順序で発生するものとして説明およ
び例示するが、本開示は、図４の方法の任意の適切な工程が任意の適切な順序で発生する
ことを想定する。さらに、本開示は、図４の方法の特定の工程を含む、ネットワーク要素
のソーシャル・スコアを計算および利用するための例示的な方法を説明および示すが、本
開示は、任意の適切な工程を含む、ネットワーク要素のソーシャル・スコアを計算および
利用するための任意の適切な方法を想定し、任意の適切な工程は、適当な場合には、図４
の方法の工程の全部を含んでも、一部を含んでも、または全く含まなくてもよい。さらに
、本開示は、図４の方法の特定の工程を実行する特定の構成要素、デバイス、またはシス
テムを説明および例示するが、本開示は、図４の方法の任意の適切な工程を実行する任意
の適切な構成要素、デバイス、またはシステムの任意の適切な組み合わせを想定する。
【００９５】
　ここで、集合的な社会的親密度スコアに基づいて発生し得るデータの送信に関するアク
ションのタイプの非限定的な例が説明される。前述されたように、集合的な社会的親密度
スコアは、第２のネットワーク要素に関連付けられたユーザによってソーシャル・ネット
ワーキング・システムに提供またはアップロードされたコンテンツを、第１のネットワー
ク要素に関連付けられたユーザが要求し得るかどうかを決定するために使用され得る。付
加的に、または代替的に、集合的な社会的親密度スコアは、２つのネットワーク要素間の
高い集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第２のネットワーク要素に関連付けられた
ユーザが見たおよび／またはダウンロードしたコンテンツを、第１のネットワーク要素に
関連付けられたユーザも見そうかどうかおよび／またはダウンロードしそうかどうかを決
定するために使用されてもよい。これらの状況において、要求されそうなコンテンツがユ
ーザへ提供され得る効率を高めるために、このコンテンツは、一定のサーバおよび／もし
くはネットワーク要素へプリフェッチされてもよく、ならびに／または、要求されそうな
コンテンツを転送するために、ソーシャル・ネットワーキング・システムからこれらのネ
ットワーク要素への接続を確立および維持するためのリソースが、要求が発生する前に割
り当てられてもよい。
【００９６】
　例として、第１のネットワーク要素に関連付けられたユーザは、コンテンツをソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１１０にアップロードし得る。セル・タワー基地局１４
０Ｂは、ルータ１４０Ａに関して高い集合的な社会的親密度スコアを有すると決定され得
る。結果として、ルータ１４０Ａは、セル・タワー基地局１４０Ｂを経由してソーシャル
・ネットワーキング・システム１１０へアップロードされたコンテンツを（例えば、コン
テンツ自体をキャッシュすること、またはコンテンツに関連付けられたメタデータを記憶
することによって）プリフェッチし得、それにより、ルータ１４０Ａに関連付けられたユ
ーザが、アップロードされたコンテンツをダウンロードすることを決めた場合に、このダ
ウンロードについて被るいかなる待ち時間も低減される。なぜなら、コンテンツ（または
、アップロードされたコンテンツを取得するための情報および／もしくは通知を提供し得
るメタデータ）は、ルータ１４０Ａ上に既に存在しており、利用可能であるからである。
コンテンツは、ルータ１４０Ａにおいてプリフェッチ済みおよびキャッシュ済みであるた
め、コンテンツは、ルータ１４０Ａに関連付けられたユーザのうちのいずれに対しても、
低減された待ち時間で提供され得る。
【００９７】
　いくつかの実施形態において、プリフェッチすることは、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１１０とは独立して行われ得る。例えば、ユーザが、第１のネットワーク要
素を通じてコンテンツをアップロードする場合、この第１のネットワーク要素は、他のネ
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ットワーク要素（例えば、ネットワーク要素が過去に接続したネットワーク要素、または
ネットワーク要素が最近接続したネットワーク要素のみ）に対して、第２のネットワーク
要素のユーザにとって興味があり得るアップロードされたコンテンツが存在するという通
知をブロードキャストし得る。この時点で第１のネットワーク要素に関して高い社会的親
密度スコアを有し得る第２のネットワーク要素は、次いで、コンテンツに対する潜在的な
将来の要求を見込んで、コンテンツまたはコンテンツに関連するメタデータをプリフェッ
チし得る。
【００９８】
　いくつかの実施形態において、プリフェッチされたコンテンツは、認証されていないユ
ーザがネットワーク要素におけるコンテンツにアクセスすることができないように、ネッ
トワーク要素レベルにおいてセキュリティの付加的な層を必要とし得る。上記で説明され
たように、ネットワーク要素などのオブジェクトについてのプライバシー設定は、コンテ
ンツ要素上に記憶されたコンテンツがどのようにアクセスされ得るかを特定し得、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１１０に関連付けられた情報に基づいて決定され得る
。また、プライバシー設定を強化することは、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１１０を介して、特定のネットワーク要素を介して、または任意の他の適切な手法で行わ
れ得る。
【００９９】
　別の例として、毎晩、第１のネットワーク要素に関連付けられたユーザ（例えば、図２
Ｂにおいて、セル・タワー基地局１４０Ｂに関連付けられたユーザ）は、特定の時間に、
第２のネットワーク要素のユーザ（例えば、ルータ１４０Ａに関連付けられたユーザ）と
のビデオ・チャットを開始し得、それにより、ルータ１４０Ａに関するセル・タワー基地
局１４０Ｂの集合的な社会的親密度スコアは、夜間に高くなる。セル・タワー基地局１４
０Ｂとルータ１４０Ａとの間で夜間に定期的に発生するデータ転送を見込んで、セル・タ
ワー基地局１４０Ａとルータ１４０Ｂとの間のネットワーク接続は、ビデオ呼が開始され
る瞬間の前に、この目的のために確立および予約され得る。結果として、ユーザが呼を開
始する場合、ネットワーク接続は既に確立済みであり、ネットワーク１０５上で呼を開始
するための時間を短縮させる。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、これは、例えば、ネットワーク１０５が使用中である時
に発呼が行われている場合に、新たなＴＣＰ接続を確立するためのリソースがタイムシフ
トされることを可能にし得る。また、少なくとも集合的な社会的親密度スコアに基づいて
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、多くの新たなＴＣＰ接続（例えば
、特定のイベント中にまたは特定のイベント後に行われることが想定される大量のメッセ
ージ、投稿、および／または呼）が要求される特定の時間を想定し、発生しそうであると
決定された特定のネットワーク要素間の任意のＴＣＰ接続を予め確立し、予測可能ではな
かったか、または想定されなかったことがあり得る新たな接続を確立するためにリソース
を解放し得、ネットワーク上でデータ送信を確立および維持するためのリソースのより良
い割り当てをもたらし得る。
【０１０１】
　さらに別の例として、第１のネットワーク要素に関連付けられた１つまたは複数のクラ
イアント・システム（例えば、図２Ｂにおいて、セル・タワー基地局１４０Ｂに関連付け
られたクライアント・システム１６０Ｂ１および１６０Ｂ２）は全て、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１１０から特定のコンテンツをダウンロードすること、および、
クライアント・システムがコンテンツに対して「いいね」を表明するためにコンテンツを
クリックすることも始め得る。結果として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
１０は、特定のコンテンツの人気が上昇していることを検出し、それらのユーザの社会的
な接続もそのコンテンツを同様にダウンロードすることを望みそうであると想定し得る。
したがって、ソーシャル・ネットワーキング・システム１１０は、次いで、セル・タワー
基地局１４０Ｂと高い集合的な社会的親密度スコアを有するルータ１４０Ａがコンテンツ
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（または、アップロードされたコンテンツを取得するための情報および／もしくは通知を
提供し得るメタデータ）をプリフェッチおよびキャッシュすることを要求し得る。したが
って、コンテンツは、ルータ１４０Ａにおいてプリフェッチ済みおよびキャッシュ済みで
あるため、コンテンツは、コンテンツを見ることおよび／またはダウンロードすることを
要求しそうな、ルータ１４０Ａに接続されたクライアント・システムのうちのいずれに対
しても、より高い効率で配信され得る。
【０１０２】
　図５は、例示的なコンピュータ・システム５００を示している。特定の実施形態におい
ては、１つまたは複数のコンピュータ・システム５００が、本明細書において記述されて
いるまたは示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を実行する。特定
の実施形態においては、１つまたは複数のコンピュータ・システム５００が、本明細書に
おいて記述されているまたは示されている機能を提供する。特定の実施形態においては、
１つまたは複数のコンピュータ・システム５００上で稼働するソフトウェアが、本明細書
において記述されているもしくは示されている１つもしくは複数の方法の１つもしくは複
数の工程を実行し、または本明細書において記述されているもしくは示されている機能を
提供する。特定の実施形態は、１つまたは複数のコンピュータ・システム５００の１つま
たは複数の部分を含む。本明細書においては、コンピュータ・システムへの言及は、適切
な場合には、コンピューティング・デバイスを包含することができる。その上、コンピュ
ータ・システムへの言及は、適切な場合には、１つまたは複数のコンピュータ・システム
を包含することができ、逆もまた同様である。
【０１０３】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム５００を想定している。本開示は
、任意の適切な物理的な形態を取るコンピュータ・システム５００を想定している。限定
ではなく、例として、コンピュータ・システム５００は、組み込みコンピュータ・システ
ム、システムオンチップ（ＳＯＣ）、シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ
）（たとえば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）もしくはシステムオンモジュール
（ＳＯＭ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップもしくはノー
トブック・コンピュータ・システム、インタラクティブ・キオスク、メインフレーム、コ
ンピュータ・システムのメッシュ、モバイル電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、タ
ブレット・コンピュータ・システム、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可
能である。適切な場合には、コンピュータ・システム５００は、１つもしくは複数のコン
ピュータ・システム５００を含むこと、単一型もしくは分散型であること、複数のロケー
ションにわたること、複数のマシンにわたること、複数のデータセンターにわたること、
または、クラウド（１つもしくは複数のネットワーク内の１つもしくは複数のクラウド・
コンポーネントを含むことができる）内に常駐することが可能である。適切な場合には、
１つまたは複数のコンピュータ・システム５００は、本明細書において記述されているま
たは示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を、実質的な空間上のま
たは時間上の制限を伴わずに実行することができる。限定ではなく、例として、１つまた
は複数のコンピュータ・システム５００は、本明細書において記述されているまたは示さ
れている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程をリアルタイムで、またはバッチ
・モードで実行することができる。１つまたは複数のコンピュータ・システム５００は、
適切な場合には、本明細書において記述されているまたは示されている１つまたは複数の
方法の１つまたは複数の工程を別々の時点で、または別々のロケーションで実行すること
ができる。
【０１０４】
　特定の実施形態においては、コンピュータ・システム５００は、プロセッサ５０２、メ
モリ５０４、ストレージ５０６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インターフェース５０８、通信イ
ンターフェース５１０、およびバス５１２を含む。本開示は、特定の数の特定のコンポー
ネントを特定の構成で有する特定のコンピュータ・システムについて記述し、示している
が、本開示は、任意の適切な数の任意の適切なコンポーネントを任意の適切な構成で有す
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る任意の適切なコンピュータ・システムを想定している。
【０１０５】
　特定の実施形態においては、プロセッサ５０２は、コンピュータ・プログラムを構成し
ている命令などの命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく、例として、
命令を実行するために、プロセッサ５０２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモリ５
０４、またはストレージ５０６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それらの命令
をデコードして実行し、次いで、１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キャッシュ
、メモリ５０４、またはストレージ５０６に書き込むことができる。特定の実施形態にお
いては、プロセッサ５０２は、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の
内部キャッシュを含むことができる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意
の適切な内部キャッシュを含むプロセッサ５０２を想定している。限定ではなく、例とし
て、プロセッサ５０２は、１つまたは複数の命令キャッシュ、１つまたは複数のデータ・
キャッシュ、および１つまたは複数の変換ルックアサイド・バッファ（ＴＬＢ）を含むこ
とができる。命令キャッシュ内の命令は、メモリ５０４またはストレージ５０６内の命令
のコピーであることが可能であり、命令キャッシュは、プロセッサ５０２によるそれらの
命令の取り出しをスピードアップすることができる。データ・キャッシュ内のデータは、
プロセッサ５０２において実行される命令が機能する際に基づくメモリ５０４もしくはス
トレージ５０６内のデータのコピー、プロセッサ５０２において実行される後続の命令に
よるアクセスのための、もしくはメモリ５０４もしくはストレージ５０６への書き込みの
ためのプロセッサ５０２において実行された以前の命令の結果、またはその他の適切なデ
ータであることが可能である。データ・キャッシュは、プロセッサ５０２による読み取り
オペレーションまたは書き込みオペレーションをスピードアップすることができる。ＴＬ
Ｂは、プロセッサ５０２のための仮想アドレス変換をスピードアップすることができる。
特定の実施形態においては、プロセッサ５０２は、データ、命令、またはアドレスのため
の１つまたは複数の内部レジスタを含むことができる。本開示は、適切な場合には、任意
の適切な数の任意の適切な内部レジスタを含むプロセッサ５０２を想定している。適切な
場合には、プロセッサ５０２は、１つまたは複数の演算ロジック・ユニット（ＡＬＵ）を
含むこと、マルチコア・プロセッサであること、または１つもしくは複数のプロセッサ５
０２を含むことが可能である。本開示は、特定のプロセッサについて記述し、示している
が、本開示は、任意の適切なプロセッサを想定している。
【０１０６】
　特定の実施形態においては、メモリ５０４は、プロセッサ５０２が実行するための命令
、またはプロセッサ５０２が機能する際に基づくデータを格納するためのメイン・メモリ
を含む。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム５００は、命令をストレージ
５０６または別のソース（たとえば、別のコンピュータ・システム５００など）からメモ
リ５０４にロードすることができる。次いでプロセッサ５０２は、命令をメモリ５０４か
ら内部レジスタまたは内部キャッシュにロードすることができる。命令を実行するために
、プロセッサ５０２は、命令を内部レジスタまたは内部キャッシュから取り出し、それら
の命令をデコードすることができる。命令の実行中または実行後に、プロセッサ５０２は
、１つまたは複数の結果（それらは、中間の結果または最終的な結果である場合がある）
を内部レジスタまたは内部キャッシュに書き込むことができる。次いでプロセッサ５０２
は、それらの結果のうちの１つまたは複数をメモリ５０４に書き込むことができる。特定
の実施形態においては、プロセッサ５０２は、（ストレージ５０６またはその他の場所で
はなく）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュ内の、またはメモリ５
０４内の命令のみを実行し、（ストレージ５０６またはその他の場所ではなく）１つもし
くは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュ内の、またはメモリ５０４内のデータ上
でのみ機能する。１つまたは複数のメモリ・バス（それらはそれぞれ、アドレス・バスお
よびデータ・バスを含むことができる）は、プロセッサ５０２をメモリ５０４に結合する
ことができる。バス５１２は、以降で記述されているような１つまたは複数のメモリ・バ
スを含むことができる。特定の実施形態においては、１つまたは複数のメモリ管理ユニッ
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ト（ＭＭＵ）が、プロセッサ５０２とメモリ５０４との間に常駐し、プロセッサ５０２に
よって要求されるメモリ５０４へのアクセスを容易にする。特定の実施形態においては、
メモリ５０４は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）を含む。適切な場合には、この
ＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）またはスタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）であ
ることが可能である。その上、適切な場合には、このＲＡＭは、シングルポートＲＡＭま
たはマルチポートＲＡＭであることが可能である。本開示は、任意の適切なＲＡＭを想定
している。メモリ５０４は、適切な場合には、１つまたは複数のメモリ５０４を含むこと
ができる。本開示は、特定のメモリについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適
切なメモリを想定している。
【０１０７】
　特定の実施形態においては、ストレージ５０６は、データまたは命令のためのマス・ス
トレージを含む。限定ではなく、例として、ストレージ５０６は、ハード・ディスク・ド
ライブ（ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メモリ
、光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、またはユニバーサル・シリアル・バス（Ｕ
ＳＢ）ドライブ、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ストレージ５
０６は、適切な場合には、取り外し可能なまたは取り外し不能な（すなわち、固定された
）媒体を含むことができる。ストレージ５０６は、適切な場合には、コンピュータ・シス
テム５００の内部または外部に存在することが可能である。特定の実施形態においては、
ストレージ５０６は、不揮発性のソリッドステート・メモリである。特定の実施形態にお
いては、ストレージ５０６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適切な場合には、
このＲＯＭは、マスクプログラムＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能
ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電気的書替え可能
ＲＯＭ（ＥＡＲＯＭ）、またはフラッシュ・メモリ、またはこれらのうちの複数の組合せ
であることが可能である。本開示は、任意の適切な物理的な形態を取るマス・ストレージ
５０６を想定している。ストレージ５０６は、適切な場合には、プロセッサ５０２とスト
レージ５０６との間における通信を容易にする１つまたは複数のストレージ・コントロー
ル・ユニットを含むことができる。適切な場合には、ストレージ５０６は、１つまたは複
数のストレージ５０６を含むことができる。本開示は、特定のストレージについて記述し
、示しているが、本開示は、任意の適切なストレージを想定している。
【０１０８】
　特定の実施形態においては、Ｉ／Ｏインターフェース５０８は、コンピュータ・システ
ム５００と１つまたは複数のＩ／Ｏデバイスとの間における通信のための１つまたは複数
のインターフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コ
ンピュータ・システム５００は、適切な場合には、これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つ
または複数を含むことができる。これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数は、人
とコンピュータ・システム５００との間における通信を可能にすることができる。限定で
はなく、例として、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッド、マイクロフォン、モニ
タ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチル・カメラ、スタイラス、タブレット
、タッチ・スクリーン、トラックボール、ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／Ｏデバイス、
またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。Ｉ／Ｏデバイスは、１つまたは
複数のセンサを含むことができる。本開示は、任意の適切なＩ／Ｏデバイス、およびそれ
らのＩ／Ｏデバイスのための任意の適切なＩ／Ｏインターフェース５０８を想定している
。適切な場合には、Ｉ／Ｏインターフェース５０８は、プロセッサ５０２がこれらのＩ／
Ｏデバイスのうちの１つまたは複数を駆動することを可能にする１つまたは複数のデバイ
ス・ドライバまたはソフトウェア・ドライバを含むことができる。Ｉ／Ｏインターフェー
ス５０８は、適切な場合には、１つまたは複数のＩ／Ｏインターフェース５０８を含むこ
とができる。本開示は、特定のＩ／Ｏインターフェースについて記述し、示しているが、
本開示は、任意の適切なＩ／Ｏインターフェースを想定している。
【０１０９】
　特定の実施形態においては、通信インターフェース５１０は、コンピュータ・システム
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５００と、１つもしくは複数のその他のコンピュータ・システム５００または１つもしく
は複数のネットワークとの間における通信（たとえば、パケットベースの通信など）のた
めの１つまたは複数のインターフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、または
その両方を含む。限定ではなく、例として、通信インターフェース５１０は、イーサネッ
ト（登録商標）もしくはその他の有線ベースのネットワークと通信するためのネットワー
ク・インターフェース・コントローラ（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、また
はＷＩ－ＦＩネットワークなどのワイヤレス・ネットワークと通信するためのワイヤレス
ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）もしくはワイヤレス・アダプタを含むことができる。本開示は、任意
の適切なネットワーク、およびそのネットワークのための任意の適切な通信インターフェ
ース５１０を想定している。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム５００は
、アド・ホック・ネットワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メト
ロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つまたは複数
の部分、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。これらのネットワ
ークのうちの１つまたは複数の１つまたは複数の部分は、有線またはワイヤレスであるこ
とが可能である。例として、コンピュータ・システム５００は、ワイヤレスＰＡＮ（ＷＰ
ＡＮ）（たとえば、ブルートゥースＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－Ｍ
ＡＸネットワーク、セルラー電話ネットワーク（たとえば、グローバル・システム・フォ
ー・モバイル・コミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワークなど）、また
はその他の適切なワイヤレス・ネットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せと通信
することができる。コンピュータ・システム５００は、適切な場合には、これらのネット
ワークのうちの任意のネットワークのための任意の適切な通信インターフェース５１０を
含むことができる。通信インターフェース５１０は、適切な場合には、１つまたは複数の
通信インターフェース５１０を含むことができる。本開示は、特定の通信インターフェー
スについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切な通信インターフェースを想定
している。
【０１１０】
　特定の実施形態においては、バス５１２は、コンピュータ・システム５００のコンポー
ネント同士を互いに結合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定
ではなく、例として、バス５１２は、アクセラレイティッド・グラフィックス・ポート（
ＡＧＰ）もしくはその他のグラフィックス・バス、エンハンスト・インダストリー・スタ
ンダード・アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロントサイド・バス（ＦＳＢ）、ハイパ
ートランスポート（ＨＴ）インターコネクト、インダストリー・スタンダード・アーキテ
クチャ（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ローピンカウント（ＬＰ
Ｃ）バス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（ＭＣＡ）バス、ペリフ
ェラル・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣ
Ｉｅ）バス、シリアル・アドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）バス
、ビデオ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカル（ＶＬＢ）バ
ス、または別の適切なバス、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。バ
ス５１２は、適切な場合には、１つまたは複数のバス５１２を含むことができる。本開示
は、特定のバスについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なバスまたはイン
ターコネクトを想定している。
【０１１１】
　本明細書においては、１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切
な場合には、１つもしくは複数の半導体ベースのもしくはその他の集積回路（ＩＣ）（た
とえば、フィールドプログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）もしくは特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）など）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・
ハード・ドライブ（ＨＨＤ）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気デ
ィスク、光磁気ドライブ、フロッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商
標）・ディスク・ドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳ



(41) JP 2018-503278 A 2018.2.1

10

20

30

Ｄ）、ＲＡＭドライブ、セキュア・デジタル・カードもしくはドライブ、その他の任意の
適切な非一時的なコンピュータ可読記憶媒体、またはこれらのうちの複数の組合せを含む
ことができる。非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合には、揮発性、不揮
発性、または揮発性と不揮発性の組合せであることが可能である。
【０１１２】
　本明細書においては、「または（もしくは）」は、包含的であり、排他的ではない（た
だし、そうではないことが明示されている場合、または、そうではないことが文脈によっ
て示されている場合は除く）。したがって、本明細書においては、「ＡまたはＢ」は、「
Ａ、Ｂ、またはその両方」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合
、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）。その上、「およ
び（ならびに）」は、包括的および個別的の両方である（ただし、そうではないことが明
示されている場合、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）
。したがって、本明細書においては、「ＡおよびＢ」は、「まとめて、または個別に、Ａ
およびＢ」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合、または、そう
ではないことが文脈によって示されている場合は除く）。
【０１１３】
　本開示の範囲は、当技術分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書に
おいて記述されているまたは示されている例示的な実施形態に対するすべての変更、置換
、変形、改変、および修正を包含する。本開示の範囲は、本明細書において記述されてい
るまたは示されている例示的な実施形態に限定されない。その上、本開示は、本明細書に
おけるそれぞれの実施形態を、特定のコンポーネント、要素、機能、オペレーション、ま
たは工程を含むものとして記述し、示しているが、これらの実施形態のいずれも、当技術
分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書の任意の箇所において記述さ
れているまたは示されているコンポーネント、要素、特徴、機能、オペレーション、また
は工程のうちの任意のものの任意の組合せまたは順列を含むことができる。さらに、特定
の機能を実行するように適合されている、実行するようにアレンジされている、実行する
ことができる、実行するように構成されている、実行することを可能にされている、実行
するように機能できる、または実行するように機能する装置もしくはシステム、または装
置もしくはシステムのコンポーネントへの添付の特許請求の範囲における言及は、その装
置、システム、コンポーネント、またはその特定の機能が、アクティブ化されているか否
か、オンにされているか否か、またはロック解除されているか否かを問わず、その装置、
システム、またはコンポーネントが、そうするように適合されている、そうするようにア
レンジされている、そうすることができる、そうするように構成されている、そうするこ
とを可能にされている、そうするように機能できる、またはそうするように機能する限り
、その装置、システム、コンポーネントを包含する。
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２Ａ】 【図２Ｂ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月13日(2017.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
方法であって、
　ソーシャル・ネットワーキング・システムの１人または複数の第１のユーザを識別する
工程であって、第１のユーザは、第１のネットワーク要素によってデータを受信および送
信するクライアント・デバイスに関連付けられる、前記１人または複数の第１のユーザを
識別する工程と、
　第１のユーザの各々のソーシャル・グラフ情報を取得する工程であって、第１のユーザ
の各々の該ソーシャル・グラフ情報は、（１）第１のユーザと第１のユーザのソーシャル
・グラフのつながりとの間の各関係性に関する社会的親密度スコア、および（２）該ソー
シャル・グラフのつながりのうちの少なくとも１つのクライアント・システムが接続され
る１つまたは複数の第２のネットワーク要素の識別を含む、前記取得する工程と、
　取得されたソーシャル・グラフ情報に基づいて、ネットワーク要素の１つまたは複数の
ペアを識別する工程であって、該ペアの各々は、該第１のネットワーク要素および該少な
くとも１つの第２のネットワーク要素を含む、前記１つまたは複数のペアを識別する工程
と、
　ネットワーク要素の該ペアの各々の集合的な社会的親密度スコアを計算する工程であっ
て、該集合的な社会的親密度スコアは、第１のユーザと第１のユーザのソーシャル・グラ
フのつながりとの間の複数のユーザ・ペアの該社会的親密度スコアに少なくとも部分的に
基づいて計算される、前記計算する工程と、
　該集合的な社会的親密度スコアに基づいて、第１のユーザおよび第２のユーザに関与す
るデータ送信を取り扱うためのアクションを行う工程と
を含む方法。
【請求項２】
ネットワーク要素のペアの前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、
　一組のユーザ・ペアを決定する工程であって、該ユーザ・ペアの各々について、該ユー
ザ・ペアの第１のユーザのクライアント・システムが、ネットワーク要素の該ペアの第１
のネットワーク要素に対して接続され、該ユーザ・ペアの第２のユーザのクライアント・
システムが、ネットワーク要素の該ペアの第２のネットワーク要素に対して接続される、
前記決定する工程と、
　該一組内の該ユーザ・ペアの各々についての前記社会的親密度スコアの平均値を決定す
る工程と
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記社会的親密度スコアの前記平均値が、重み付けされた平均値を含む、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
データ送信を取り扱うためのアクションを行う前記工程が、
　ネットワーク要素の識別されたペアのうちの１つの第１のネットワーク要素において、
該第１のネットワーク要素に対して接続されたクライアント・デバイスによるデータの送
信を受信する工程と、
　データ送信に関する、ネットワーク要素の前記識別されたペアにおける前記第２のネッ
トワーク要素へ通知を送信する工程と
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をさらに含む、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記データ送信をプリフェッチする工程と
をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
ネットワーク要素の前記識別されたペアのうちの１つにおける第２のネットワーク要素に
おいて、前記通知を受信する工程と、
　前記集合的な社会的親密度スコアが高い場合に、ピーク期間を見込んで、ＴＣＰ接続の
プールを確立する工程と
をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
前記集合的な社会的親密度スコアを計算する前記工程が、定期的にかつ継続的に行われる
、請求項２乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、Ｗｉ－Ｆｉルータを含む、請求項１乃
至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記ネットワーク要素のうちの少なくとも１つが、セル・タワー基地局を含む、請求項１
乃至８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
実行されると、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行うように動作可能である
ソフトウェアを実施形態化した、１つまたは複数のコンピュータ読取可能な非一時的な記
憶媒体。
【請求項１１】
システムであって、１つまたは複数のプロセッサと、該プロセッサに対して結合され、該
プロセッサによって実行可能な命令を含む少なくとも１つのメモリとを備え、該プロセッ
サは、該命令を実行するときに、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行うよう
に動作可能である、システム。
【請求項１２】
データ処理システム上で実行されると、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法を行
うように動作可能である、コンピュータ読取可能な非一時的な記憶媒体を好適には含むコ
ンピュータ・プログラム製品。
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